
如水会館

地下鉄 神保町駅

地下鉄竹橋駅

毎日新聞

小学館

学士会館共立講堂

丸紅
首都高速

【日時】 ７月３日（日）
　　　12:45　受付開始　　　　　　
　　　13:30 〜 17:30
　　　講演会、総会、演奏会、懇親会

【会場】如水会館（☎ 03-3261-1101）
　　　 千代田区一ツ橋 2-1-1

【会費】6,000 円
　　　 106 期以降は 2,000 円

【交通】
　◉地下鉄三田線・新宿線・半蔵門 
　　線の神保町駅下車
　　A8、A9 出口　徒歩３分
　◉地下鉄東西線竹橋駅下車
　　1b 出口　徒歩４分
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題字は故稲垣征夫氏 (14 期 )

　　　　＝発行＝
上田高等学校関東同窓会

発行人 / 会　長　白井　透（60 期）
編集人 / 編集長　真山隆夫（62 期）
事務局 / 幹事長　栗山正雄（62 期）

回総会 ( 7月3日 )開催へ第50 講演と音楽の２大イベント

　

関
東
同
窓
会
は
7
月
3
日
（
日
）、
千
代
田
区
一
ツ
橋
の

如
水
会
館
で
第
50
回
総
会
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
の
イ
ベ

ン
ト
は
、
小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」
の
イ
オ
ン
エ
ン

ジ
ン
開
発
に
携
わ
っ
た
堀
内
康
男
氏
（
81
期
）
の
講
演
と
、

成
長
著
し
い
母
校
室
内
楽
班
の
演
奏
で
す
。

　

前
号
の
「
う
え
だ
人
」
で
紹
介
し
た
堀
内
氏
の
講
演
は
、

「
ぜ
ひ
話
を
聞
き
た
い
」
と
の
会
員
か
ら
の
強
い
要
望
を
受

け
て
企
画
し
ま
し
た
。
堀
内
氏
は
「
世
界
初
と
な
る
技
術

の
開
発
経
緯
に
つ
い
て
紹
介
し
、
技
術
継
承
へ
の
思
い
に

つ
い
て
も
話
し
た
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

母
校
室
内
楽
班
の
来
演
は
04
年
、
06
年
に
続
い
て
今
回

が
３
回
目
。
顧
問
の
長
谷
川
和
生
先
生（
64
期
）の
指
揮
で
、

美
し
い
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
披
露
し
て
く
れ
ま
す
。

　

多
数
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

母校室内楽班の演奏 「はやぶさ」エンジンの開発

堀内康男氏池下章裕氏提供

　

関
東
同
窓
会
を
率
い
て
き
た
白
井
透
会
長

（
60
期
）
は
今
総
会
で
３
年
間
の
任
期
を
終
了

し
、
退
任
し
ま
す
。　

　

後
任
候
補
の
選
考
を
進
め
て
き
た
役
員
選
考

委
員
会
（
委
員
長
・
鷹
野
芳
機
副
会
長
）
は
４

月
14
日
の
幹
事
会
で
、
新
会
長
候
補
に
61
期
の

滝
澤
進
さ
ん
を
推
薦
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
了

承
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
で
正
式
に
承
認
を
得
た

後
、
滝
澤
新
体
制
が
発
足
し
ま
す
。

　

滝
澤
さ
ん
は
東
京
大
学
卒
業
後
、
運
輸
省

（
現
国
土
交
通
省
）
に
入
省
し
、
航
空
局
管
制

保
安
部
長
、
東
京
航
空
局
長
な
ど
を
歴
任
。

１
９
９
７
年
に
退
官
後
は
日
本
観
光
協
会
理
事

長
、
エ
ア
・
ド
ゥ
（
北
海
道
国
際
航
空
）
社
長

と
し
て
活
躍
し
、
現
在
は
航
空
貨
物
運
送
協
会

理
事
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

新
会
長
候
補
に

滝
澤
進
さ
ん
（
61
期
）

会
場
で
は
、
会
員
の
作
品
展
示
、
頒
布
も
実
施
し
ま
す
。

写
真
、
詩
歌
、
随
筆
、
紀
行
文
、
評
論
文
、
書
籍
、
手
工

芸
品
な
ど
の
出
品
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
人
材
募

集
Ｐ
Ｒ
、
母
校
の
思
い
出
、
班
活
動
、
同
窓
会
・
同
期
会
・

同
級
会
活
動
の
記
録
な
ど
の
出
品
を
歓
迎
し
ま
す
。

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
小
松
正
佳
（
64
期
）　
電
話  090-9102-1926

　

　
Ｅ
メ
ー
ル
　m

asayoshi.kom
atsu@

hotm
ail.co.jp

第 50 回総会を記念し、出席者に本会報全号収録のＣＤを進呈
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生
き
生
き
と
し
た
交
流
の
場
に

会　長　　滝澤　　進  （61 期）
副会長　　栗山　正雄  （62 期）
　　 　（2012 年まで幹事長兼任）

　〃　　　小松　正佳  （64 期）
　〃　　　上原　　昇  （65 期）
　〃　　　水島　良子  （67 期）
会計長　　倉沢　　裕  （69 期）
副会計長　和氣　寿子  （75 期）
編集長   　 真山　隆夫  （62 期）
副幹事長　小山　平六  （62 期）
　〃　　　藤川　　昇  （63 期）
　〃　　　村居　次雄  （64 期）
　〃　　　丸山　暢久  （65 期）
　〃　　　清水　通男  （66 期）
　〃　　　堤　　　達  （67 期）
　〃　　　丸山　洋一（68 期）
　〃　　　小川　亮夫（69 期）
　〃　　　池田有美子（69 期）
　〃　　　花岡千賀子（70 期）
　〃　　　小林　清隆（71 期）
　〃　　　関　　博明（72 期） 
　〃　　　福田　礼子（72 期）
監　事　　荻原　隆治（61 期 )
　〃　　　藤巻　禮子（64 期）

 次期役員候補

野
で
卓
越
し
た
実
績
を
残
さ
れ
て

い
る
多
く
の
同
窓
生
の
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、
若

い
会
員
の
皆
さ
ま
の
参
加
が
得
ら

れ
る
よ
う
工
夫
し
な
が
ら
、
異
業

種
交
流
や
世
代
交
流
の
場
と
し
て

の
役
割
を
い
っ
そ
う
発
揮
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
上
田
を
は
じ
め
故
郷

　

こ
の
た
び
、
上
田
高
校
関
東
同
窓
会

会
長
候
補
と
し
て
ご
推
薦
い
た
だ
き
ま

し
た
61
期
の
滝
澤
進
で
す
。

　

ま
ず
、
こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災

で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
皆
さ
ま
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
心
か
ら

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

我
々
は
故
郷
を
離
れ
て
暮
ら
し
て
お

り
ま
す
が
、
心
の
う
ち
に
は
、
い
つ
も

故
郷
が
あ
り
、
多
感
な
青
春
時
代
を
過

ご
し
た
上
田
高
校
が
心
の
支
え
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
上
田
高
校
関
東
同
窓
会

は
、
長
年
に
わ
た
る
諸
先
輩
の
ご
尽
力

に
よ
っ
て
、
関
東
に
在
住
す
る
同
窓
生

の
き
ず
な
と
し
て
、
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
き
ま
し
た
。

　

私
自
身
は
非
力
に
し
て
伝
統
あ
る
同

窓
会
の
会
長
の
任
に
耐
え
得
る
か
自
信

が
あ
り
ま
せ
ん
が
、皆
さ
ま
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
同
窓
会

の
輝
か
し
い
伝
統
を
守
り
、
い
っ
そ
う

の
発
展
を
目
指
し
て
微
力
を
尽
く
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

同
窓
会
に
期
待
さ
れ
る
役
割
に
は

様
々
な
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

同
窓
生
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
同
窓
会
が

よ
り
身
近
な
存
在
と
な
る
こ
と
が
最
も

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
ら

れ
て
き
た
実
績
の
上
に
立
っ
て
、
例
え

ば
、
次
の
よ
う
な
点
に
さ
ら
に
力
を
入

れ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
同
窓
会
を
生
き
生
き
と
し
た

交
流
の
場
と
し
て
い
っ
そ
う
充
実
さ
せ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
様
々
な
分

第１部：講演会
　堀内康男さん（81 期）　小惑星探査機「はやぶさ」のエンジン開発

第２部：総会　
　会務報告、決算報告、会務計画案、予算案、役員選任

第３部：演奏会、懇親会
　母校室内楽班の演奏、会食（ビュッフェ形式）、校歌・凱歌斉唱

第 50 回総会・懇親会の式次第

情
報
発
信
基
地
の
Ｈ
Ｐ
充
実
も

会
長
候
補　

滝
澤　

進
（
61
期
）

に
つ
い
て
の
情
報
発
信
基
地
と
し
て
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
を
含
め
、
最
新

の
情
報
の
発
信
が
で
き
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
同
窓
会
活
動
充
実
の
た
め
の

具
体
策
に
つ
い
て
、
役
員
、
会
員
の
皆

さ
ま
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
検

討
し
、
逐
次
実
施
に
移
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。　

　

皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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ま
ず
、
こ
の
た
び
の
震
災
で
被

災
さ
れ
ま
し
た
方
々
に
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

１
月
に
初
め
て
母
校
の
同
窓
会

に
出
席
し
た
際
は
、
諸
先
輩
方
と

知
り
合
え
、
今
年
は
良
い
年
に
な

り
そ
う
だ
と
期
待
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
３
月
11
日
の
大
地
震
と
そ

れ
に
伴
う
大
津
波
は
、
そ
の
期
待

を
崩
し
、
大
き
な
傷
を
人
に
大
地

に
残
し
ま
し
た
。

　

被
災
地
の
方
々
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
で
す
が
、
地
震
、
津
波
の
被

害
を
直
接
受
け
て
い
な
い
各
地
の

人
々
も
大
き
な
衝
撃
を
受
け
、
震

災
で
傷
つ
い
て
い
な
い
人
は
、
ど

な
た
も
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と

推
察
し
ま
す
。

　

ま
た
一
方
で
は
、
類
を
見
な
い

震
災
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
の

あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
皆
さ
ま
が
復

興
に
向
け
て
懸
命
の
対
応
を
さ
れ
て

い
ま
す
。
政
府
、
企
業
、
住
民
全
体

が
私
た
ち
自
身
の
生
活
を
守
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　
「
何
を
し
た
ら
私
た
ち
の
生
活
を

守
れ
る
か
、
役
に
立
て
る
か
」
と
私

は
考
え
て
い
ま
す
。

　

幸
い
、
希
望
し
て
い
た
小
売
業
に

就
職
で
き
ま
し
た
。
研
修
の
身
の
た

め
、
商
品
の
仕
入
れ
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
ま
ず
は
お
客
様
に
「
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
！
」
と
元
気
に
明
る
く

接
す
る
こ
と
で
、
お
客
様
の
気
持
ち

を
自
然
と
明
る
く
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
と
望
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
こ
と

で
、
だ
ん
だ
ん
と
、
少
し
ず
つ
社
会

が
明
る
く
な
り
、
そ
の
結
果
、
私
た

ち
の
生
活
が
次
第
に
落
ち
着
く
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
の
生
活
に
貢

献
で
き
る
よ
う
、
勉
強
と
実
行
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　

母
校
同
窓
生
の
皆
さ
ま
が
今
後
も

お
元
気
で
い
ら
れ
る
こ
と
を
お
祈
り

申
し
上
げ
、
筆
を
置
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

                       

大
谷
真
宙
（
103
期
）

被
災
者
を
思
い
︑
元
気
に
明
る
く

同
窓
会
初
出
席
の
若
者
か
ら

鬼丸さんの落語楽しむ
　

関
東
同
窓
会
恒
例
の
新
年
会
が

１
月
20
日
、
千
代
田
区
一
ツ
橋
の

日
本
教
育
会
館
で
開
か
れ
た
。
今

年
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
昨
年
秋
に
真

打
ち
に
昇
進
し
た
三
遊
亭
鬼
丸
さ

ん
の
落
語
。
会
場
に
は
鬼
丸
さ
ん

の
出
身
校
、
上
田
染
谷
丘
高
校
の

同
窓
生
を
含
む
１
０
３
人
が
詰
め

か
け
た
。

　

演
目
は
古
典
落
語
の
「
紙
入
れ
」

と
「
目
薬
」。
浮
気
し
た
お
か
み
さ

ん
の
家
に
紙
入
れ
（
財
布
）
を
忘

れ
て
慌
て
る
男
と
、
目
薬
の
効
能

書
き
に
あ
る
「
め
じ
り
」
を
「
女

の
尻
」
と
勘
違
い
す
る
男
の
話
。

熱
演
す
る
鬼
丸
さ
ん
の
話
芸
に
、

ど
っ
と
笑
い
が
沸
き
起
こ
っ
た
。

　

鬼
丸
と
い
う
怖
い
名
前
に
な
っ

た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
師
匠
（
三

遊
亭
圓
歌
）
の
１
字
を
と
っ
て
「
歌

光
」
は
ど
う
か
と
の
提
案
も
あ
っ

た
が
、「（
人
気
）
下
降
」
と
も
聞

こ
え
る
の
で
、
由
緒
あ
る
こ
の
芸

名
に
落
ち
着
い
た
と
い
う
。

　

懇
親
会
は
宮
下
俊
夫
さ
ん(

41

期)

の
乾
杯
で
始
ま
り
、
７
月
の

総
会
実
行
委
員
の
当
番
期
で
あ
る

64
期
と
69
期
が
決
意
表
明
。
最
後

は
藤
村
延
魚
さ
ん(

54
期)

、
宮

島
光
男
さ
ん(

55
期)

ら
の
リ
ー

ド
で
校
歌
な
ど
を
歌
っ
た
。

新年会

総会実行委員当番期の 64 期が決意表明校歌斉唱

アクト法律事務所
〒 107-0052
東京都港区赤坂３丁目９番 18 号
赤坂見附 KITAYAMA ビル３階
TEL：０３－５５７０－５６７１（代表）
FAX：０３－５５７０ー５６７４

【最寄りの交通機関】
地下鉄銀座線・丸ノ内線  赤坂見附駅下車徒歩１分

岩 井 重 一 （62 期）
安 田 隆 彦
平 澤 慎 一
寺 島 英 輔
黒 澤 真 志

弁護士（所長）
弁護士
弁護士
弁護士
弁護士

落語「目薬」を熱演する三遊亭鬼丸さん
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会
報
「
う
え
だ
」
の
軌
跡

　

上
田
高
校
関
東
同
窓
会
の
会
報
「
う

え
だ
」
は
第
３
代
支
部
長
時
代
の

１
９
６
９
年
５
月
20
日
に
創
刊
さ
れ

た
。
42
年
目
の
今
年
で
82
号
を
迎
え
、

節
目
と
な
る
第
50
回
総
会
を
記
念
し
て

全
号
を
収
録
し
た
Ｃ
Ｄ
を
制
作
し
た
。

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
絵
は
波
田
野
浩
さ
ん

（
58
期
）
が
制
作
。
保
存
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
会
報
は
柳
澤
廣
相
談
役
（
44
︱

５
）
か
ら
提
供
し
て
も
ら
っ
た
。
あ
ら

た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
に
掲
載

し
て
い
る
会
報
の
閲
覧
は
今
後
、
パ

ス
ワ
ー
ド
方
式
に
す
る
な
ど
検
討
し
た

い
。

　

Ｃ
Ｄ
の
内
容

は
、
全
号
の
Ｐ

Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
の

ほ
か
①
会
報
か

ら
抽
出
し
た
特

別
企
画
、
ト

ピ
ッ
ク
ス
、
う

え
だ
人
、
新
会

長
、
新
校
長
、

各
種
寄
稿
、
班

活
動
な
ど
の
イ

ン
デ
ッ
ク
ス
②

同
窓
会
の
沿
革

③
歴
代
役
員
名
簿
④
総
会
資
料
の
表
紙

⑤
総
会
50
回
の
歩
み
⑥
創
刊
号
の
写
真

︱
と
な
っ
て
い
る
。

　

記
事
を
見
る
と
、
創
刊
号
に
は
永
六

輔
さ
ん
（
50
期
）
が
特
別
寄
稿
し
て
い

る
。
上
田
市
長
、
国
会
議
員
、
東
信
地

区
他
校
同
窓
会
か
ら
の
寄
稿
な
ど
も
多

く
、
会
員
も
多
彩
な
記
事
を
投
稿
し
て

い
る
。

　

同
期
会
、
同
郷
会
、
勉
強
会
、
班
Ｏ

Ｂ
会
、
他
校
同
窓
会
と
の
交
流
も
盛
ん

で
、
17
号
で
は
「
関
東
支
部
の
歌
」
が

選
定
さ
れ
た
。

　

会
報
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
編
集
会
議
）
を

何
回
も
開
き
、
内
容
を
検
討
し
、
併
せ

て
広
告
委
員
会
が
精
力
的
に
広
告
を
集

め
た
様
子
が
分
か
る
。
会
報
会
計
は
独

立
採
算
で
広
告
を
各
期
に
割
り
当
て
て

募
集
し
た
。
発
送
作
業
は
み
ん
な
で

行
っ
て
い
る
。

　

90
年
の
名
簿
発
行
で
会
員
に
お
願
い

す
る
広
告
費
が
増
大
し
た
の
で
「
会
報

は
年
１
回
に
し
広
告
費
負
担
を
減
ら
す

べ
き
だ
」
と
の
意
見
が
強
ま
っ
た
が
、

情
報
発
信
の
重
要
性
か
ら
年
２
回
発
行

が
継
続
さ
れ
た
。

　

創
刊
号
は
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
の
12
Ｐ
で

発
行
さ
れ
、
次
号
か
ら
20
年
間
、
42
号

ま
で
は
基
本
的
に
８
Ｐ
建
て
。
20
号
記

念
号
、
母
校
80
周
年
、
ス
ポ
ー
ツ
特
集

な
ど
は
増
ペ
ー
ジ
さ
れ
た
。
90
年
６
月

の
43
号
か
ら
６
年
間
は
４
Ｐ
に
減
っ
て

い
る
。
96
年
12
月
の
56
号
か
ら
現
在
の

Ａ
４
版
と
な
り
、
04
年
６
月
の
71
号
か

ら
表
裏
表
紙
が
カ
ラ
ー
化
さ
れ
た
。
12

Ｐ
が
多
い
が
、
76
号
か
ら
16
Ｐ
や
20
Ｐ

と
内
容
が
豊
富
と
な
っ
た
。
06
、
07
年

は
財
政
面
か
ら
年
１
回
と
な
っ
た
が
、

翌
年
末
は
簡
易
版
が
６
Ｐ
で
発
行
さ

れ
、
そ
の
後
、
新
年
号
は
モ
ノ
ク
ロ
版

12
Ｐ
と
な
っ
た
。

　

▼
デ
ー
タ
化
に
取
り
組
む

　

02
年
10
月
に
同
窓
会
事
務
所
が
開
設

さ
れ
、
Ｈ
Ｐ
用
の
パ
ソ
コ
ン
が
導
入
さ

れ
た
。
作
業
で
事
務
所
に
通
う
う
ち
、

会
報
が
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ

た
。
会
報
の
デ
ー
タ
化
を
思
い
つ
い
た

が
、
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
の
た
め
、
家
庭
用

の
ス
キ
ャ
ナ
ー
で
は
対
応
で
き
な
い
。

レ
ン
タ
ル
品
を
検
討
し
た
が
、
か
な
り

の
費
用
に
な
り
そ
う
だ
っ
た
の
で
、
ヤ

フ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
大
型
を
購
入
し

た
。

　

05
年
か
ら
作
業
を
開
始
し
、
５
年
間

か
か
っ
た
。
紙
で
は
文
字
も
小
さ
く
黄

ば
ん
で
い
て
見
に
く
い
が
、
デ
ー
タ
化

し
パ
ソ
コ
ン
で
閲
覧
す
る
と
、
か
な
り

細
か
く
再
現
で
き
る
の
で
驚
い
た
。
解

像
度
を
上
げ
る
と
拡
大
率
も
上
げ
ら
れ

る
が
、
デ
ー
タ
容
量
も
大
き
く
な
る
の

で
適
当
に
妥
協
し
た
。

　

１
ペ
ー
ジ
ず
つ
ス
キ
ャ
ナ
ー
で
読
み

全
号
収
録
の
記
念
Ｃ
Ｄ
が
完
成

込
み
、
画
像
処
理
ソ
フ
ト
で
修
正
し
、

Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
で
保
存
、
全
ペ
ー
ジ

を
結
合
し
て
再
保
存
す
る
な
ど
、
作
業

量
は
多
い
。
特
に
16
号
か
ら
47
号
ま
で

は
見
開
き
の
ペ
ー
ジ
が
あ
り
、
両
面
の

区
切
り
が
な
い
の
で
画
像
処
理
ソ
フ
ト

で
張
り
合
わ
せ
た
。

　

Ａ
４
版
は
郵
送
さ
れ
た
も
の
を
自
宅

の
ス
キ
ャ
ナ
ー
で
処
理
し
た
。
最
近
は

会
報
編
集
長
か
ら
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
を

送
っ
て
も
ら
う
の
で
作
業
は
な
く
な
っ

た
。
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
薄
く
見
に
く
い

ペ
ー
ジ
な
ど
も
多
々
あ
る
が
、
ご
容
赦

願
い
ま
す
。　
　
　

 

石
井
則
男（
64
期
）

　

同
窓
会
独
自
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
は

２
０
０
２
年
11
月
18
日
に
開
設
し
、
８
年
半
で

４
万
６
０
０
０
人
を
超
え
る
方
々
に
見
て
い
た

だ
い
た
。
そ
れ
以
前
は
99
年
８
月
に
「
こ
の
指

と
ま
れ
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
利
用
し
た

簡
易
版
を
作
成
し
た
。

　

年
２
回
発
行
の
会
報
と
違
い
、
会
員
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
同
窓
生
の
活
躍
や
、
母
校
の
こ
と
、

信
州
上
田
の
こ
と
な
ど
、
最
新
の
情
報
を
逐
次

掲
載
し
て
い
る
。

　

初
め
て
Ｈ
Ｐ
を
訪
れ
た
方
に
も
こ
れ
ま
で
の

会
の
活
動
や
情
報
が
分
か
る
よ
う
に
、
過
去
の

主
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
残
し
て
あ
る
。

　

ま
た
二
木
会
の
ペ
ー
ジ
（
58
期
）
に
は
同
窓

会
の
サ
ー
バ
ー
を
提
供
し
、
64
期
と
65
期
の

ペ
ー
ジ
は
作
成
管
理
を
請
け
負
っ
て
い
る
。　

　

       　
　
　
　
　
　
　
　

石
井
則
男（
64
期
）

同窓会ホームページを運営
最新の情報発信と記録

  http://www.h5.dion.ne.jp/~uedakant/   

総会参加者でご希望の方には本ＣＤを進呈
いたします。それ以外は、総会後の有料配
布（１枚 1,000 円 / 送料込み）となります。
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関東同窓会 ( 旧関東支部 ) 総会 50 回の歩み

会場：九段（九段会館）、産経（産経ビル）、ﾘｯｶｰ（リッカ―ミシン会館）、都市（都市センターホテル）、麹町（麹町会館）、農林（東京農林年金会館）

　　　池端（池之端文化センター）、東條（東條会館）、如水（如水会館）　　　　イベント：講（講演）、演（演奏など）

回 開催日 会場 総会のイベント、その年のトピックなど 支部長・会長 / 実行委員長

1 1958.4.22（火） 九段 母校改称（上田松尾高校→上田高校） 宮入清四郎 (10)
2 1962.4.26（木） 九段 ４年ぶり開催（関東地区大会） 清水菊三 (7)
3 1963.4 産経 関東地区大会 清水菊三
4 1965.5 ﾘｯｶｰ ２年ぶり開催 ( 関東支部大会 ) 清水菊三
5 1966.5 都市 関東支部大会 清水菊三
6 1967.5 都市 関東支部大会、支部会員名簿発刊 清水菊三
7 1968.6 麹町 清水菊三
8 1969.6.13（金） 農林 会報「うえだ」創刊号発行、松尾球友会発足 稲垣征夫 (14)
9 1970.6.12（金） 農林 母校創立 70 周年、松門会発足 稲垣征夫

10 1971.7.9    （金） 農林 上田経済問題懇談会（松尾倶楽部の前身）、税友会発足 島田次郎 (21)
11 1972.7.2    （日） 農林 映画「終戦直後の上田」（松浦先生提供） 島田次郎 / 尾台三吉 (30)
12 1973.6.26（火） 農林 在京啓明会、関東陸文会発足 島田次郎 / 大森頼雄 (23)
13 1974.6.29（土） 農林 会報「うえだ」10 号記念号 大森頼雄 / 坂井実雄 (28)
14 1975.6.27（金） 農林 大森頼雄 / 尾台三吉
15 1976.6.28（月） 農林 支部会員名簿発行、東京平旦会発足 坂井実雄 / 矢島五郎 (31)
16 1977.6.28（火） 農林 「関東支部の歌」入選作品披露 坂井実雄 / 花岡　偆 (35)
17 1978.6.23（金） 農林 法友会発足 矢島五郎 / 神野勝男 (36)
18 1979.6.28（木） 農林 福引、新卒者無料招待の始まり 矢島五郎 / 小林郷司 (40)
19 1980.6.27（金） 農林 女性１期生 (52) が大挙出席、母校創立 80 周年 矢島五郎 / 矢島五郎
20 1981.6.27（土） 農林 演：山岸宣公 (58)、映画「城跡の母校」 矢島五郎 / 矢島五郎
21 1982.6.29（火） 池端 会員 5000 人突破、総会出席者 300 余人、関東図南会発足 矢島五郎
22 1083.6.28（火） 池端 矢島五郎
23 1984.6.28（木） 東條 演：山崎心子（染谷）、関東同窓会に改称 矢島五郎
24 1985.6.5    （水） 東條 講：韮沢嘉雄 (36) 、基金創設、初の女性役員＝金子節子副会長 (53) 神野勝男 (36)
25 1986.6.20（金） 東條 神野勝男
26 1987.6.25（木） 如水 母校２度目の甲子園出場 小林郷司
27 1988.6.21（火） 如水 「会報フォーラム」開催（4 月） 小林郷司 / 生島信夫 (41)
28 1989.6.15（木） 如水 サッカー部全国大会出場 (1 月 )、昭和から平成に 小林郷司 / 横山誠之助 (42)
29 1990.6.26（火） 如水 福引、名簿発行、母校創立 90 周年 小林郷司
30 1991.6.29（土） 如水 福引 横山誠之助 / 小林孝雄 (42)
31 1992.6.20（土） 如水 福引 横山誠之助 / 山崎延秋 (48)
32 1993.7.9    （金） 如水 演：大林地恵子（染谷）、会報「うえだ」50 号、剣道班 OB 会発足 横山誠之助
33 1994.7.16（土） 如水 女性同窓生の会発足（28 人出席） 山崎延秋
34 1995.7.8    （土） 如水 山崎延秋 / 松園　裕 (43)
35 1996.6.29（土） 如水 東京上田会発足 山崎延秋 / 高橋昭平 (44-4)
36 1997.6.28（土） 如水 講：栗田裕夫 (42)、会費を 8000 円に、長野新幹線開業 甕　滋 (50)/ 児玉忠雄 (50)
37 1998.7.11（土） 如水 講：春原秀一郎 (68)、おやき登場、長野オリンピック 甕　滋 / 村田　寛 (51)
38 1999.7.17（土） 如水 講：吉村晴夫 (53)、名簿管理電子化完了 甕　滋 / 上原佳和 (52)
39 2000.7.1    （金） 如水 講：船渡和男 (72)、パソコン寄贈募金、母校創立 100 周年 丸山瑛一 (51)/ 須田武久 (53)
40 2001.7.14（土） 如水 講：保屋野初子 (74)、演：堀田きよみ (86)、80 歳以上年会費免除、CD 版会員名簿 丸山瑛一 / 沓掛文哉 (54)
41 2002.7.13（土） 如水 演：黒坂正文 (66)、岩崎ひとみ（65）、西麻布に事務所 (10 月 )、HP 開設（11 月） 丸山瑛一 / 遠山武彦 (55)
42 2003.7.12（土） 如水 チェルノブイリ募金、 社会講座初開催 石井光春 (54)/ 神津進 (56)
43 2004.7.4    （日） 如水 演：室内楽班、サルサ演奏会 (3 月 )、会報カラー版初発行 (6 月 ) 石井光春 / 宮坂幸雄 (57)
44 2005.7.2    （土） 如水 演：ダンス同好会、四谷に事務所移転 石井光春 / 仁平光義 (58)
45 2006.7.1    （土） 如水 演：室内楽班 前田喜美子 (54)/ 有賀勝雄 (59)
46 2007.6.30（土） 如水 演：西沢真理子 (91)、三番町に事務所移転 (6 月 ) 前田喜美子 / 白井　透 (60)
47 2008.6.28（土） 如水 講：柳澤勝輔 (53)、演：箱山りさ、理科系班 OB 会発足 前田喜美子 / 三井文人 (61)
48 2009.6.27（土） 如水 演：宇崎竜童ほか 白井　透 / 岩井重一 (62)
49 2010.7.3    （土） 如水 講：宮澤泰正 (84)、演：窪田健志 (99)、母校創立 110 年、「サマーウォーズ」上映会 白井　透 / 田中　稔 (63)
50 2011.7.3    （日） 如水 講：堀内康男 (81)、演：室内楽班 白井　透 / 小松正佳 (64)

（敬称略、カッコ内の数字は卒業期）会の発足は 1948 年　1957 年に甲子園初出場
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寺
島　

昨
年
は
女
子
入
学
者
が
１
９
１
人
、
男

子
が
１
７
３
人
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
同
窓
生
の

間
を
駆
け
め
ぐ
り
ま
し
た
。
先
ほ
ど
学
校
に
確
か

め
ま
し
た
ら
、
こ
の
春
は
女
子
１
５
０
人
、
男
子

１
７
５
人
と
の
こ
と
で
し
た
。
こ
ん
な
時
が
来
る

と
は
夢
に
も
思
わ
ず
に
上
田
高
校
に
飛
び
込
ん
だ

先
輩
お
２
人
、
ま
ず
当
時
の
様
子
か
ら
お
話
し
く

だ
さ
い
。

池
田　

兄
が
上
田
高
校
生
だ
っ
た
し
、
周
り
か
ら

の
勧
め
も
あ
っ
て
、
何
と
な
く
行
こ
う
か
と
思
っ

た
の
。
学
区
内
の
各
中
学
に
は
事
前
に
「
上
田
松

尾
高
校
で
女
生
徒
を
入
学
さ
せ
る
の
で
、
２
、３

人
推
薦
し
て
」
と
要
望
が
あ
っ
た
よ
う
ね
。

浜
野　

私
の
実
家
は
千
曲
川
沿
い
に
あ
る
の
で
す

が
、
中
学
３
年
の
夏
、

釣
り
に
来
た
担
任
の

先
生
が
家
に
立
ち
寄

り
「
来
年
か
ら
松
尾

高
校
が
女
子
を
と
る

の
で
、
行
っ
て
み
な
い
か
」
と
誘
わ
れ
ま
し
た
。

姉
た
ち
が
通
っ
て
い
た
染
谷
丘
高
校
は
家
か
ら
す

ご
く
遠
か
っ
た
の
で
、
上
田
高
校
の
方
が
近
く
て

い
い
な
と
、
何
も
考
え
ず
に
入
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
自
覚
が
足
り
な
か
っ
た
と
、
後
で
深
く
反
省

し
ま
し
た
け
ど
⁝
。
女
子
の
ト
イ
レ
は
な
く
て
、

昔
の
寄
宿
舎
跡
の
ト
イ
レ
１
カ
所
だ
け
男
子
禁
制

に
し
て
使
っ
て
い
た
の
よ
。

寺
島　

女
子
ト
イ
レ
が
で
き
た
の
は
56
期
の
人

が
入
学
し
た
時
と
聞
い
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
時

は
ト
イ
レ
改
修
中
で
、
職
員
用
を
使
用
す
る
よ
う

に
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
な
る
べ
く
行
か
ず
に
す

ま
せ
る
よ
う
に
し
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

池
田　

な
に
し
ろ
受
け
入
れ
態
勢
が
な
か
っ
た

の
よ
。
先
生
も
今
ま
で
男
の
生
徒
ば
か
り
を
相
手

に
し
て
き
た
の
で
、
女
子
生
徒
を
ど
う
扱
っ
て
い

い
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
み
た
い
ね
。
あ
の
時
代

だ
か
ら
「
問
題
が
起
き
た
ら
い
け
な
い
」
と
い
う

こ
と
だ
け
が
頭
に
あ
っ
た
み
た
い
。
と
に
か
く
抑

え
て
抑
え
て
、
と
い
う
感
じ
で
し
た
。
一
番
の
問

題
は
進
路
指
導
が
な
か
っ
た
こ
と
。
何
で
も
男
子

と
同
じ
よ
う
に
や
り
な
さ
い
と
い
う
感
じ
だ
っ
た

わ
。

寺
島　

第
１
期
生
の
先
輩
は
ク
ラ
ス
が
２
つ
に
分

か
れ
た
で
し
ょ
う
。
お
２
人
の
ク
ラ
ス
は
す
ご
く

厳
し
く
て
、
も
う
１
つ
の
ク
ラ
ス
は
と
て
も
自
由

で
、
ラ
ブ
ア
フ
ェ
ア
も
あ
っ
た
と
か
。

浜
野　

私
た
ち
の
担
任
は
数
学
の
荒
井
先
生
。
福

井
だ
っ
た
か
北
陸
の
出
身
で
、
す
ご
い
信
心
深
い

方
で
、
と
て
も
厳
し
か
っ
た
わ
。

池
田　

も
う
１
つ
の
ク
ラ
ス
は
物
理
の
高
柳
先
生

で
、
と
て
も
自
由
で

開
け
た
人
だ
っ
た
。

そ
の
ク
ラ
ス
の
女
子

は
学
校
の
中
で
男
子

と
手
を
つ
な
い
で
歩

い
て
い
た
も
の
。
そ
の
代
わ
り
、
後
に
な
っ
て
み

る
と
、
彼
女
ら
は
波は
ら
ん瀾
万
丈
よ
ね
。
私
た
ち
の
ク

ラ
ス
は
み
ん
な
抑
え
ら
れ
て
い
た
の
で
、
た
だ
の

お
ば
さ
ん
。
良
妻
賢
母
な
ら
、
ま
だ
い
い
ん
だ
け

ど
⁝
。

浜
野　

私
の
ク
ラ
ス
の
あ
る
女
生
徒
は
、
欠
席
が

長
引
い
た
ら
、
家
の
ポ
ス
ト
が
一
杯
に
な
る
ほ
ど

の
お
手
紙
が
入
っ
て
い
た
ん
だ
っ
て
。
も
う
１
人

は
、
上
田
の
駅
前
で
男
子
に
呼
び
出
さ
れ
て
「
あ

出席者

　池田松子（52 期）　浜野しめ（52 期）　久昌貴代江（54 期）

　寺島知恵子（58 期・監事）　水島良子（67 期・副幹事長）

　花岡千賀子（70 期）　和氣寿子（75 期）

　

関
東
同
窓
会
の
節
目
と
な
る
第
50
回
総
会
を
控
え
、
今
回
は
趣
向
を
変
え
て
、
女
性
に
よ
る
座

談
会
を
企
画
し
ま
し
た
。
男
子
校
で
出
発
し
た
上
田
高
校
が
初
め
て
女
子
の
入
学
を
認
め
た
の
は

１
９
５
１
年
（
昭
和
26
年
）。
女
子
第
１
期
生
は
12
人
で
し
た
。
そ
の
後
、
女
子
の
数
は
一
時
１

け
た
に
減
少
し
た
も
の
の
、
少
し
ず
つ
増
え
続
け
、
１
９
７
７
年
に
は
１
０
０
人
の
大
台
を
突
破
。

昨
年
は
初
め
て
女
子
が
男
子
を
上
回
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

　

座
談
会
に
は
女
子
第
１
期
生
の
お
２
人
を
含
む
52
期
か
ら
75
期
ま
で
の
７
人
が
出
席
。
在
学
当

時
の
思
い
出
や
卒
業
後
の
話
題
な
ど
を
話
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
女
性
の
ト
ー
ク
パ
ワ
ー
は
聞
き

し
に
勝
る
も
の
。
座
談
会
会
場
の
喫
茶
店
か
ら
「
閉
店
で
す
」
と
告
げ
ら
れ
る
ま
で
、
話
は
一
瞬

の
途
切
れ
も
な
く
続
き
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　

 

真
山
隆
夫
（
編
集
長
）

特別企画　女性座談会

困ったことも今は思い出



うえだ　82 号　   P7

い
び
き
」
し
た
き
時
に
、
お
母
さ
ん
が
く
っ
つ
い

て
き
た
と
い
う
話
も
あ
っ
た
わ
。

寺
島　

女
子
は
修
学
旅
行
に
行
か
な
い
方
が
い
い

と
言
わ
れ
た
と
か
。

池
田　

私
は
行
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
荒
井
先
生

は
「
い
け
な
い
」
と
は
言
わ
な
か
っ
た
け
ど
、
暗

に
行
か
な
い
方
が
い
い
み
た
い
な
⁝
。
で
も
、
先

生
は
何
十
年
か
た
っ
て
ク
ラ
ス
会
に
い
ら
し
た
と

き
、「
女
生
徒
に
適
切
な
指
導
が
で
き
な
く
て
申

し
訳
な
か
っ
た
」
と
謝
っ
た
そ
う
よ
。
後
に
な
っ

て
、
も
っ
と
違
っ
た
指
導
方
法
が
あ
っ
た
と
思
っ

た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

寺
島　

私
が
入
学
し
た
当
時
の
女
子
は
３
年
生
が

２
人
、
２
年
生
が
４
人
、
１
年
生
が
６
人
で
、
女

子
が
極
め
て
少
な
い
時
代
。
心
細
か
っ
た
け
ど
、

学
校
側
は
少
し
ず
つ
対
応
を
変
え
て
、
女
性
用
ト

イ
レ
や
更
衣
室
を
つ
く
っ
た
り
し
た
の
は
、
や
っ

と
そ
の
辺
で
す
ね
。
ク
ラ
ブ
活
動
で
女
性
の
サ
ー

ク
ル
が
で
き
た
の
は
、
そ
の
後
で
し
た
か
。

水
島　

私
た
ち
の
こ
ろ
は
茶
道
同
好
会
が
あ
り
ま

し
た
。
男
子
に
も
声
を
か
け
て
入
っ
て
も
ら
っ
た

け
ど
、
松
尾
祭
の
時
に
お
茶
を
た
て
る
な
ど
細
々

と
や
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
64
期
の
藤
巻
禮

子
さ
ん
ら
が
つ
く
っ
た
女
性
合
唱
団
も
あ
り
ま
し

た
。
で
も
、
そ
の
後
、
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で

す
よ
、
い
つ
の
間
に
か
。

和
氣　

そ
の
後
、
私
た
ち
75
期
が
再
び
つ
く
っ
た

ん
で
す
よ
。
音
楽
担
当
の
永
井
先
生
に
相
談
し
て

吹
奏
楽
部
の
練
習
の
合
間
に
音
楽
室
を
借
り
て
練

習
し
、
文
化
祭
の
時
に
発
表
し
た
ん
で
す
。
で
も

私
が
卒
業
し
て
２
、３
年
し
た
ら
、再
び
な
く
な
っ

ち
ゃ
っ
た
。

水
島　

私
た
ち
の
学
年
で
さ
え
、
う
ち
の
母
は
私

の
入
学
を
す
ご
く
心
配
し
て
、
女
性
が
上
田
高
校

に
入
学
し
て
い
る
人
の
家
に
行
っ
て
「
大
丈
夫
で

し
ょ
う
か
」
と
相
談
し
て
い
た
の
に
、
先
輩
方
の

お
母
さ
ん
は
す
ご
い
な
と
思
い
ま
す
よ
。

池
田　

私
の
妹
も
上
田
高
校
に
入
っ
た
ん
で
す
。

東
洋
英
和
大
学
で
英
語
を
勉
強
し
て
米
国
の
大
学

に
留
学
し
た
の
よ
。
米
国
人
と
結
婚
し
て
向
こ
う

に
い
た
ん
だ
け
ど
、52
歳
の
時
、が
ん
で
死
ん
じ
ゃ

い
ま
し
た
。
す
ご
く
映
画
が
好
き
で
、
ハ
リ
ウ
ッ

ド
に
行
っ
て
映
画
の
仕
事
に
携
わ
り
た
い
と
言
っ

て
１
人
で
渡
米
し
た
ん
だ
け
ど
、
１
ド
ル
３
６
０

円
で
航
空
運
賃
が
高
い
時
代
だ
っ
た
の
で
、
貨

客
船
に
乗
っ
て
海
を
渡
っ
た
の
よ
。
54
期
の
前
田

喜
美
子
さ
ん
も
国
際
基
督
教
大
学
（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
卒

業
後
、
英
国
航
空
の
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
に

な
っ
て
、
飛
行
機
の
中
で
知
り
合
っ
た
米
国
人
と

結
婚
さ
れ
ま
し
た
。

寺
島　

私
も
数
年
後
に
渡
米
し
ま
し
た
が
、
Ａ
Ｆ

Ｓ
制
度
の
中
で
高
校

生
と
し
て
１
年
間
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に

置
い
て
も
ら
う
と
い

う
恵
ま
れ
た
環
境
で

し
た
。
英
語
の
高
橋
恒
夫
先
生
に
薦
め
ら
れ
て
、

男
子
２
人
と
受
験
し
ま
し
た
が
、
ど
う
い
う
わ
け

か
英
語
の
で
き
る
人
が
落
ち
て
し
ま
い
、
帰
り
の

バ
ス
の
中
で
「
女
の
方
が
楽
だ
っ
た
ん
だ
な
」
と

言
わ
れ
て
。
そ
ん
な
時
代
で
し
た
。

　

留
学
中
に
厳
寒
の
講
堂
に
集
ま
っ
た
上
田
高
校

生
と
米
国
留
学
先
の
高
校
生
が
、
当
時
ま
だ
珍
し

か
っ
た
海
底
ケ
ー
ブ
ル
の
国
際
電
話
を
通
じ
て
、

英
語
で
交
流
し
た
ん
で
す
。
そ
の
時
に
「
よ
し
、

い
つ
か
自
分
も
外
国
に
出
て
何
か
や
ろ
う
」
と

思
っ
た
ん
で
す
っ
て
。
50
代
に
な
っ
て
同
級
生
と

再
会
し
た
ら
、
大
勢
が
海
外
出
張
し
た
り
赴
任
し

た
り
と
、
活
躍
し
て
い
た
ん
で
す
。
男
子
と
一
緒

だ
っ
た
面
白
さ
は
、
こ
ん
な
ふ
う
に
後
々
に
効
い

て
く
る
感
じ
。

池
田　

そ
れ
は
私
た
ち
も
同
感
で
す
。
だ
ん
だ
ん

と
年
を
重
ね
て
今
75
歳
に
な
っ
て
、
信
州
の
各
地

を
訪
ね
る
ク
ラ
ス
会
に
参
加
す
る
ん
で
す
が
、
そ

れ
が
と
て
も
楽
し
い
の
。同
級
生
た
ち
は
率
直
で
、

さ
っ
ぱ
り
し
て
い
て
話
を
し
て
い
て
視
野
が
大
き

く
て
ね
。

浜
野　

私
も
そ
う
思
う
わ
。
在
学
当
時
は
討
論

し
た
り
意
見
交
換
し
た
り
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

身
近
な
と
こ
ろ
で
男
性
の
物
の
考
え
方
な
ど
を
自

然
に
知
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
後
々

と
て
も
助
け
ら
れ
た
わ
。

全
員　

同
感
（
と
う
な
ず
く
）

寺
島　

男
性
も
共
学
を
経
験
し
て
お
ら
れ
な
い
先

輩
た
ち
は
ず
い
ぶ
ん
違
い
ま
し
た
。
同
窓
会
で
体

験
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
か
ら
⁝
。
初
め
て
総
会

に
出
た
ら
、
染
谷
丘
高
校
の
方
た
ち
が
い
ら
し
て

た
。

池
田　

染
谷
の
生
徒
は
「
女
の
子
」
だ
っ
た
の
よ
。

私
た
ち
は
パ
ン
ダ
じ
ゃ
な
い
け
ど
「
珍
獣
」
と
見

ら
れ
て
い
た
わ
。　

和
氣　

私
た
ち
の
時
は
女
子
が
88
人
で
し
た
か

ら
、
ち
ょ
う
ど
い
い
感
じ
で
し
た
。
体
育
で
は
女

子
ル
ー
ル
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
サ
ッ
カ
ー
で
は

女
子
は
手
を
使
っ
て
い
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
他
校
の
生
徒
が
見
に
来
て
、笑
う
ん
で
す
よ
。

女
子
が
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
手
に
持
っ
て
歩
い
て

い
る
か
ら
。
で
も
女
子
が
い
る
方
が
点
が
入
り
や

す
い
と
い
う
「
お
得
感
」
も
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。

水
島　

私
た
ち
も
、
そ
う
よ
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
は

女
子
が
入
れ
る
と
８
点
と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
っ
た

わ
。「
ボ
ー
ル
を
渡
す
か
ら
、ゴ
ー
ル
の
下
に
立
っ

て
い
ろ
」
っ
て
言
わ
れ
ま
し
た
。
柔
道
の
授
業
も

あ
っ
た
け
ど
、男
子
が
柔
道
を
や
っ
て
い
る
と
き
、

女
子
は
３
人
で
卓
球
を
し
て
い
ま
し
た
。

寺
島　

私
た
ち
の
時
は
家
庭
科
の
授
業
は
な
か
っ

た
け
ど
、
和
氣
さ
ん
の
時
は
あ
り
ま
し
た
か
。

和
氣　

あ
り
ま
し
た
。
４
ク
ラ
ス
ず
つ
女
子
だ
け

が
集
ま
っ
て
、
女
性
の
飯
島
先
生
が
教
え
て
い
ま

し
た
。

水
島　

女
性
が
特
別
扱
い
さ
れ
る
の
も
嫌
で
し
た

ね
。「
今
日
は
女
性
だ
け
で
授
業
を
し
ま
す
」
と

言
っ
て
、
女
性
だ
け
に
話
し
か
け
て
授
業
が
終

わ
っ
た
先
生
も
い
ま
し
た
。

真
山　

皆
さ
ん
は
大
学
卒
業
後
、
社
会
に
出
て
働

い
た
経
験
は
あ
り
ま
す
か
。

和
氣　

私
は
３
年
半
、
電
機
メ
ー
カ
ー
の
役
員
の

秘
書
を
し
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
が
終
わ
っ

て
か
ら
は
家
庭
に
入

り
、
子
育
て
を
し
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
を
や
っ
た

り
、
地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
っ
た
り
し
ま
し

た
。
52
歳
に
な
る
と
、
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
で
働

い
て
き
た
人
を
う
ら
や
ま
し
く
思
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
自
分
の
人
生
も
充
実
し
て
い
た
と
思
い

ま
す
。
幸
い
上
田
高
校
の
友
だ
ち
が
ず
っ
と
つ
な

が
っ
て
い
て
、
男
子
か
ら
も
メ
ー
ル
が
来
る
し
、
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た
く
さ
ん
の
人
が
財
産
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

水
島　

私
は
ず
っ
と
働
い
て
い
ま
し
た
。
職
業
運

が
あ
っ
た
の
か
、
１

つ
の
仕
事
を
辞
め
て

も
常
に
い
ろ
ん
な
と

こ
ろ
か
ら
声
が
か
か

り
、
拒
ま
ず
に
や
っ

て
き
ま
し
た
。様
々
な
職
業
を
経
験
し
ま
し
た
よ
。

で
も
私
に
と
っ
て
は
１
つ
１
つ
大
切
な
仕
事
で

あ
っ
た
し
、主
人
も
「
辞
め
ろ
」
っ
て
言
わ
な
か
っ

た
か
ら
、
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
ね
。
同
期
の
女

性
で
は
薬
剤
師
が
多
く
て
、
み
ん
な
自
立
し
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。
ず
っ

と
独
身
の
女
性
も
何
人
も
い
ま
す
。

真
山　

卒
業
生
に
女
性
が
増
え
ま
し
た
が
、
同
窓

会
に
来
る
女
性
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
の
が
実
情
で

す
。
女
性
の
参
加
者
を
増
や
す
に
は
？

池
田　

で
も
、
独
身
の
人
は
と
も
か
く
、
結
婚
し

て
い
る
人
は
あ
る
時
期
は
だ
め
で
す
よ
ね
。
子
育

て
と
か
。
そ
れ
が
終
わ
る
と
、
親
の
介
護
と
か
で

束
縛
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
ね
。

寺
島　

逆
に
母
の
介
護
だ
け
に
な
っ
た
生
活
が
苦

し
く
な
っ
て
、
同
窓
会
に
出
る
と
き
は
預
け
て
私

は
助
け
ら
れ
ま
し
た
。自
由
な
場
と
感
じ
た
か
ら
。

水
島　

私
は
す
ご
く
つ
ら
か
っ
た
時
、
同
窓
会
が

主
催
し
た
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
「
マ
コ
ー
ヤ
バ
ン
ト
」

の
演
奏
会
に
声
を
か
け
て
も
ら
い
、
聴
き
に
行
っ

た
ん
で
す
。
そ
の
時
同
窓
生
に
会
っ
て
、
つ
ら
い

気
分
を
変
え
る
元
気
を
も
ら
っ
て
、
よ
か
っ
た
な

あ
と
思
い
ま
し
た
。

和
氣　

６
年
前
に
同
窓
会
に
参
加
し
た
時
、
女
性

の
参
加
が
少
な
か
っ
た
の
で
、
同
期
生
４
、５
人

に
電
話
を
す
る
な
ど
し
て
声
を
か
け
た
ん
で
す
。

で
も
「
い
っ
た
ん
家
庭
に
入
る
と
、
出
る
ま
で
敷

居
が
高
い
の
よ
」
っ
て
言
う
人
も
い
ま
し
た
。
な

ん
と
か
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と
、
思
っ
て
い
る

ん
で
す
が
⁝
。

寺
島　

関
東
同
窓
会
を
こ
こ
ま
で
育
ん
で
き
た

の
は
、
男
性
た
ち
の
よ
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
だ

と
思
う
の
。
女
子
卒
業
生
が
増
え
た
結
果
、
同
窓

会
衰
退
な
ど
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
は
、
悔
い
が

残
る
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。
誰
か
の
負
担
で
会
報

を
読
む
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
て
、

２
０
０
０
円
の
年
会
費
を
ま
ず
入
れ
て
い
た
だ
き

た
い
。
そ
し
て
会
に
出
て
み
て
、女
性
た
ち
に
は
、

こ
ん
な
こ
と
を
し
て
み
た
い
と
思
う
こ
と
を
実
現

し
て
ほ
し
い
と
思
う
の
。
参
加
さ
れ
れ
ば
、
こ
こ

が
他
所
で
は
得
が
た
い
場
な
の
が
感
じ
ら
れ
る
で

し
ょ
う
。
や
り
方
も
内
容
も
、
こ
れ
ま
で
と
は
違

う
も
の
が
き
っ
と
生
ま
れ
る
。
12
年
か
か
わ
っ
た

私
は
新
し
い
参
加
者
に
期
待
し
て
い
る
ん
で
す
、

心
か
ら
。

　

こ
こ
で
54
期
の
久
昌
貴
代
江
さ
ん
が
到
着
︒

真
山　

早
速
で
す
が
、
久
昌
さ
ん
が
上
田
高
校
に

入
っ
た
き
っ
か
け
は
。

久
昌　

私
の
家
は
農
家
で
大
学
進
学
を
目
指
す

こ
と
は
無
理
な
状
況

で
し
た
が
、
当
時
、

松
尾
高
校
定
時
制
を

卒
業
し
た
ば
か
り
の

兄
に
「
い
い
先
生
が

い
っ
ぱ
い
い
る
よ
」と
聞
い
て
決
め
ま
し
た
。入
っ

て
み
た
ら
、
女
子
は
み
ん
な
進
学
を
目
指
し
て
い

た
し
、
小
説
、
映
画
、
音
楽
な
ど
話
題
が
進
ん
で

い
て
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
特

に
女
子
更
衣
室
で
先
輩
や
後
輩
と
お
し
ゃ
べ
り
し

た
中
で
「
こ
れ
か
ら
の
女
性
は
職
業
を
持
ち
自
立

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
語
り
合
っ
た
こ
と
が

印
象
に
残
っ
て
い
る
わ
。

　

卒
業
後
は
看
護
学
校
に
進
み
ま
し
た
。
45
年
ほ

ど
勤
務
し
、
後
半
は
看
護
管
理
と
か
職
場
教
育
な

ど
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
今
で
も
相
談
な
ど
、

少
し
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
３
人
の
男
の
子
を

保
育
所
に
預
け
な
が
ら
の
病
院
勤
務
だ
っ
た
の
で

「
子
育
て
と
職
場
の
両
立
」
が
私
自
身
に
と
っ
て

も
、
職
場
経
営
の
上
で
も
常
に
課
題
で
し
た
。
女

性
が
仕
事
を
続
け
る
と
い
う
こ
と
は
大
変
難
し
い

問
題
だ
け
ど
、
高
校
時
代
に
「
女
性
の
職
業
」
に

つ
い
て
深
く
考
え
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
た
こ
と
が

力
に
な
っ
て
乗
り
越
え
ら
れ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
高
校
入
学
時
、
女
子
は
10
人
だ
っ
た
け
ど
、

転
校
、
休
学
、
死
亡
な
ど
で
卒
業
時
に
は
７
人
で

し
た
。
今
で
も
時
々
会
っ
て
い
ま
す
。

寺
島　

54
期
は
皆
さ
ん
仲
良
く
し
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
が
い
い
で
す
ね
。
第
15
代
会
長
を
務
め
ら
れ

た
前
田
喜
美
子
さ
ん
も
お
ら
れ
ま
す
し
。

久
昌　

同
期
で
毎
年
「
五ご

し

き
四
期
会
」
の
新
年
会
を

開
い
て
お
り
、
女
性
も
多
数
参
加
し
て
い
ま
す
。

一
昨
年
、
同
期
の
女
性
が
軽
井
沢
で
会
っ
た
ん
で

す
が
、
そ
の
と
き
全
員
が
山
登
り
を
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
今
度
一

緒
に
登
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
去
年
、
み

ん
な
で
ス
イ
ス
の
ア
ル
プ
ス
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
54
期
の
女
性
と
そ
の
ご
主
人
、
友
人
の
計
８

人
が
参
加
し
ま
し
た
が
、
と
て
も
楽
し
い
旅
行
で

し
た
。（
久
昌
さ
ん
持
参
の
旅
の
写
真
集
を
拝
見
）

　

さ
ら
に
70
期
の
花
岡
千
賀
子
さ
ん
も
遅
れ

て
到
着
︒
東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
被
害
を

受
け
た
岩
手
県
か
ら
飛
行
機
で
駆
け
つ
け
て

く
れ
た
︒
話
題
は
自
然
と
震
災
の
話
に
︒

花
岡　

岩
手
県
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
太
平
洋
戦
史
館
」

の
事
務
局
長
を
し
て

い
ま
す
。
今
日
は
２

カ
月
に
１
度
の
病
院

の
定
期
検
診
を
兼
ね

て
東
京
に
来
ま
し

た
。
ま
ず
、
地
震
の
話
か
ら
し
ま
し
ょ
う
か
。
あ

れ
か
ら
１
カ
月
ち
ょ
っ
と
た
ち
、
少
し
休
ん
で
日

常
を
取
り
戻
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。
震

災
後
５
日
目
に
寺
島
さ
ん
か
ら
お
見
舞
い
の
は
が

き
を
い
た
だ
き
、「
上
手
に
休
養
し
な
さ
い
」
と

あ
っ
た
の
で
、
緊
張
が
緩
ん
で
、
う
る
う
る
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
家
は
平
泉
の
近
く
な
の
で
、
津

波
は
来
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
震
度
６
の
地
震
が

２
度
あ
っ
て
、
洗
面
台
が
バ
キ
ッ
と
割
れ
る
な
ど

の
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。
半
月
後
、
津
波
で
町

長
さ
ん
も
亡
く
な
っ
た
大
槌
町
に
い
る
友
だ
ち
が

生
き
て
い
る
と
分
か
っ
て
、
ガ
ソ
リ
ン
と
衣
類
を

か
き
集
め
て
、
彼
女
に
会
っ
て
き
た
ん
で
す
。
大

槌
は
津
波
の
後
、
火
災
に
覆
わ
れ
た
の
で
、
焦
げ

た
臭
い
、
腐
敗
し
た
臭
い
、
初
め
て
体
験
す
る
臭

い
で
し
た
。
が
れ
き
の
下
に
は
多
数
の
行
方
不
明

者
が
い
る
の
で
し
ょ
う
。
身
震
い
が
止
ま
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

寺
島　

花
岡
さ
ん
と
は
２
０
０
７
年
の
菅
平
あ
ず

ま
や
高
原
ホ
テ
ル
で
の
「
女
性
同
窓
生
」
の
集
い

で
お
会
い
し
た
ん
で
す
。
彼
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
岩

渕
宣
輝
さ
ん
に
は
、
寺
島
が
30
余
年
前
に
航
空
交
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渉
に
出
か
け
た
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
お
世
話

に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
驚
き
ま
し
た
。

花
岡
さ
ん
た
ち
の
「
太
平
洋
戦
史
館
」
が
３
年
前

に
関
西
で
遺
品
な
ど
の
展
示
を
さ
れ
た
折
に
は
、

関
西
同
窓
会
の
メ
ン
バ
ー
も
足
を
運
ん
で
く
だ

さ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
わ
。

花
岡　

震
災
の
と
き
、
主
人
は
遺
骨
収
集
で

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
行
っ
て
い
て
、私
１
人
で
し
た
。

で
も
、
３
年
前
に
も
水
道
が
14
日
間
止
ま
る
地
震

を
経
験
し
て
い
る
の
で
、
２
週
間
は
絶
対
に
サ
バ

イ
バ
ル
で
き
る
と
い
う
自
信
は
あ
り
ま
し
た
。
停

電
で
真
っ
暗
な
状
態
の
時
は
外
か
ら
の
情
報
が
全

く
な
い
の
で
、
不
思
議
と
な
ん
と
か
自
分
で
乗
り

切
れ
る
ん
で
す
ね
。
で
も
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
復

旧
す
る
と
、
テ
レ
ビ
に
も
の
す
ご
い
映
像
が
映
る

し
、
原
発
事
故
の
映
像
も
入
っ
て
き
て
頭
の
中
が

グ
ジ
ャ
グ
ジ
ャ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ク
タ
ク
タ

に
な
っ
て
い
た
時
に
お
は
が
き
を
い
た
だ
い
て

「
ち
ょ
っ
と
、
ひ
と
休
み
し
よ
う
」
と
思
っ
た
ん

で
す
。
テ
レ
ビ
で
「
頑
張
ろ
う
、
日
本
」
な
ん
て

言
っ
て
い
る
け
れ
ど
、「
お
願
い
、
ち
ょ
っ
と
休

ま
せ
て
」
と
い
う
の
が
本
音
で
す
ね
。
そ
う
い
う

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
が
出
る
た
び
に
、
テ
レ
ビ
を
消
し

ち
ゃ
う
ん
で
す
。
節
電
も
で
き
る
し
ね
。

全
員　

大
変
で
し
た
ね
。
ご
苦
労
さ
ま
。

花
岡　

す
い
ま
せ
ん
。私
、来
た
ば
か
り
で
ワ
ー
ッ

と
一
気
に
し
ゃ
べ
っ
て
し
ま
っ
て
。
ど
な
た
か
に

聞
い
て
も
ら
い
た
く
て
⁝
。

水
島　

実
は
私
は
50
年
前
か
ら
花
岡
さ
ん
の
こ
と

を
知
っ
て
い
る
ん
で
す
。.

花
岡　

え
っ
、
50
年
前
か
ら
？　

私
は
今
57
歳
で

す
か
ら
、
７
歳
の
時
か
ら
で
す
か
。

水
島　

私
が
小
学
校
４
年
の
時
、
あ
な
た
は
小
学

校
１
年
で
、
弟
と
同
じ
ク
ラ
ス
だ
っ
た
の
。
す
ご

く
優
秀
な
お
嬢
さ
ん
で
、
弟
が
い
つ
も
「
花
岡
千

賀
ち
ゃ
ん
」
っ
て
言
っ
て
い
た
の
よ
。
家
が
す
ぐ

近
く
で
、中
学
も
小
学
校
も
同
じ
だ
っ
た
ん
で
す
。

寺
島　

昨
年
上
映
の
上
田
を
舞
台
に
し
た
映
画

「
サ
マ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
」
に
出
て
き
た
家
は
、
水
島

さ
ん
の
家
を
モ
デ
ル
に
し
た
と
思
っ
た
わ
。

水
島　

何
と
な
く
実
家
の
雰
囲
気
も
あ
り
ま
し
た

け
ど
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
で
も

テ
レ
ビ
で
放
映
し
た
「
サ
マ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
」
は
す

ご
く
カ
ッ
ト
し
て
あ
っ
て
、
上
田
高
校
の
部
分
は

ほ
と
ん
ど
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。
あ
の
家

の
子
ど
も
が
野
球
部
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
で
、
最
後
に

上
田
高
校
が
甲
子
園
出
場
を
決
め
る
ん
で
す
が
、

そ
の
部
分
も
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
て
残
念
で
し
た
。

真
山　

話
は
尽
き
ま
せ
ん
が
、
こ
の
辺
で
。
お
忙

し
い
と
こ
ろ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

2007 年に菅平のホテルで開かれた女性同窓生の集い

　

朝
日
新
聞
に
上
田
に
65
年
ぶ
り
に
サ
ケ
が
上

が
っ
た
と
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
市
役
所
に

問
い
合
わ
せ
た
ら
、
１
カ
月
前
に
確
認
さ
れ
た

と
の
こ
と
。
こ
れ
も
う
れ
し
い
自
然
の
取
り
戻

し
と
思
わ
れ
る
。　
　

    

小
山
比
呂
志
（
60
期
）

　

父
は
川
漁
師
を
し
て
い
た
が
、「
昭
和
14
年
ご

ろ
ま
で
秋
に
な
る
と
た
く
さ
ん
の
サ
ケ
、
マ
ス

が
上
っ
て
き
た
」
と
言
っ
て
い
た
。
や
は
り
県

境
の
ダ
ム
が
支
障
に
な
っ
て
い
た
わ
け
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
邉
光
一
（
58
期
）

　

千
曲
川
、
し
か
も
上
田
流
域
に
サ
ケ
が
帰
っ

て
き
た
と
は
う
れ
し
い
。
子
供
時
代
、
夏
は
千

曲
川
が
遊
び
の
主
戦
場
だ
っ
た
。
は
だ
し
で
浅

瀬
を
歩
い
て
い
る
と
、
足
下
に
ハ
ヤ
、
ジ
ン
ケ

ン
な
ど
が
入
り
込
ん
で
き
た
。「
さ
な
げ
」(

探

る
の
意
？
）
と
い
っ
て
、
石
の
下
部
、
周
り
に

両
手
を
入
れ
、
魚
を
手
づ
か
み
し
て
遊
ん
だ
。

台
風
の
後
の
濁
流
が
渦
巻
く
な
か
、
水
を
ガ
ブ

飲
み
し
な
が
ら
、
泳
ぐ
、
と
い
う
よ
り
流
さ
れ

下
っ
た
。
よ
く
も
お
ぼ
れ
ず
に
生
き
残
っ
た
も

の
と
思
う
。　
　
　
　
　
　
　

成
田
邦
夫（
56
期
）

　

川
の
力
が
よ
み
が
え
り
つ
つ
あ
る
の
で
し
ょ

う
。
当
日
は
上
田
漁
業
組
合
の
皆
さ
ん
と
川
魚

料
理
専
門
店
「
鯉
西
」
に
集
ま
り
、
千
曲
川
の

再
生
に
つ
な
が
る
自
然
回
帰
を
喜
び
合
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
田 

基
正
（
62
期
）

　

父
が
家
（
紺
屋
町
）
の
裏
を
流
れ
る
千
曲
川

支
流
矢
出
沢
川
に
サ
ケ
が
遡
上
し
て
い
た
と

語
っ
て
い
た
の
を
思
い
出
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
泉
孝
雄
（
49
期
）

　

千
曲
川
で
泳
い
で
い
て 

一
度
、
お
ぼ
れ
そ
う

に
な
っ
た
。
岸
辺
の
石
俵
？
が
あ
る
と
こ
ろ
だ
っ

た
。
杭
が
打
っ
て
あ
り
、
そ
の
下
が
渦
を
巻
い

て
い
て
、
川
が
こ
ん
な
に
す
ご
い
と
は
知
ら
な

か
っ
た
。
水
面
下
の
大
き
め
の
石
に
、
同
じ
く

ら
い
の
石
を
ぶ
つ
け
て 

ジ
ン
ケ
ン
や
ハ
ヤ
を
気

絶
さ
せ
て
、
浮
か
ん
で
き
た
の
を
手
づ
か
み
し

た
。
懐
か
し
い
終
戦
後
の
夏
の
思
い
出
。
今
、

古
希
を
半
分
過
ぎ
て
も
、
千
曲
川
、
特
に
上
田

橋
を
通
過
す
る
と
往
時
が
思
い
浮
か
ぶ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
坂
利
勝
（
51
期
）

　

90
年
前
に
は
上
田
で
60‒

70
ト
ン
も
の
サ
ケ

が
獲
れ
た
と
い
う
。
自
然
の
よ
み
が
え
り
は
う

れ
し
い
。
生
態
学
に
レ
ジ
リ
エ
ン
ス 

と
い
う
用

語
、
概
念
が
あ
る
。
以
前
は
農
薬
に
や
ら
れ
た

害
虫
が
復
活
、
復
讐
す
る
と
い
っ
た
狭
い
意
味

に
理
解
し
て
い
た
が
、
本
来
は
環
境
の
異
変
に

耐
え
る
こ
と
、
復
活
す
る
こ
と
双
方
を
含
ん
だ

概
念
。
現
在
は
心
理
学
、
教
育
学
で
も
応
用
さ

れ
て
い
る
。
ス
ト
レ
ス
に
め
げ
な
い
人
間
、
打

た
れ
強
い
人
間
を
育
て
る
試
み
ら
し
い
。
昔
の

自
然
が
そ
の
ま
ま
よ
み
が
え
る
こ
と
は
困
難
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
自
然
保
護
区
を
広
げ
て
人

間
の
干
渉
の
少
な
い
空
間
を
確
保
し
て
や
る
こ

と
は
大
事
だ
と
思
う
。　
　

濱
村
邦
夫
（
56
期
）

サ
ケ
の
遡
上
と
千
曲
川
の
思
い
出

昨
年
秋
、「
上
田
に
サ
ケ
遡
上
」
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
喜
び
の
声
や

千
曲
川
の
思
い
出
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
端
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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上田高校NOW

新
校
長
に
小
林
一
雄
氏
︵
69
期
︶

　

こ
の
４
月
に
学
校
長
と
し
て
着
任
い

た
し
ま
し
た
小
林
一
雄
と
申
し
ま
す
。

長
野
県
教
育
委
員
会
高
校
教
育
課

か
ら
赴
任
い
た
し
ま
し
た
。
30
年
余
り

前
に
、
学
制
服
、
手
提
げ
カ
バ
ン
に
下

駄
履
き
と
い
う
当
時
の
上
田
高
校
生
ス

タ
イ
ル
で
通
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
と

同
じ
道
を
、
今
度
は
校
長
と
い
う
形
で

通
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
、

大
変
あ
り
が
た
い
思
い
が
あ
り
ま
す
と

と
も
に
、
随
分
気
恥
ず
か
し
い
気
分
も

入
り
混
じ
っ
て
お
り
ま
す
。
微
力
な
が

ら
精
い
っ
ぱ
い
務
め
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
初
め
に
、
お
礼
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
昨
年
度
行
わ
れ
ま
し
た
本
校
の

校
で
あ
る
小
学
校
と
そ
れ
に
つ
な
が
る

思
い
出
に
結
び
つ
い
た
も
の
と
お
聞
き

し
ま
し
た
。
上
田
高
校
も
、
比
喩
的
に

言
え
ば
一
世
紀
を
は
る
か
に
超
え
る
時

間
の
流
れ
を
凝
縮
し
た
形
で
存
在
す
る

と
新
入
生
に
も
式
辞
で
申
し
上
げ
た
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。歴
史
を
大
切
に
、

上
田
高
校
で
学
べ
る
喜
び
を
師
弟
と
も

に
か
み
し
め
て
、
邁ま

い
し
ん進

し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
ご
支
援
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　

   

上
田
高
等
学
校
長　

小
林
一
雄

１
１
０
周
年
の
記
念
行
事

に
お
き
ま
し
て
は
、
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
設

置
、
合
宿
所
の
整
備
な
ど
、

在
校
生
の
学
習
環
境
が

格
段
に
向
上
い
た
し
ま
し

た
。
文
武
両
道
と
い
う
こ

と
で
、
ま
す
ま
す
ご
期
待

に
お
応
え
す
べ
く
頑
張
ら

ね
ば
と
感
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
が
高
校
教
育
課
長

を
３
年
勤
め
ま
し
た
時
期

は
、
ち
ょ
う
ど
第
１
期
高

校
再
編
の
終
盤
に
当
た
っ

三井住友海上きらめき生命保険株式会社
代理店

三 井 住 友 海 上 火 災 保 険 株 式 会 社

株式会社 ハート・ワン保険サービス

取締役 田 中 一 穂（60 期）
〒 380-0888  長野県長野市上ヶ屋 2471-3376

TEL & FAX : 050-8686-0881
E-mail : f35540288kt@ngn.janis.or.jp

そう遠くない、この先、
50 万人が孤独死をし、
100 万人以上が、
介護難民となる、この国。
地域がしっかり、つながって
支えられる仕組みを
作っています。

医療法人社団　ヒルデモア
常務理事　碓田　茂（68 期）

て
お
り
ま
し
た
。
地
域
に
出
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
を
よ
く
お
聞
き
し
な
が
ら

進
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
大
き
な

方
針
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
や
は
り
県

下
の
す
べ
て
の
学
校
が
多
く
の
同
窓
生

の
思
い
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。
こ
の

思
い
が
自
ら
の
か
け
が
い
の
な
い
青
年

期
と
重
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
の

成
長
を
育
ん
だ
核
に
あ
る
の
だ
と
い
う

こ
と
も
教
え
ら
れ
た
気
が
し
ま
す
。

降
る
雪
や
明
治
は
遠
く
な
り
に
け

り
、
と
い
う
草
田
男
の
有
名
な
句
も
母

戦没画学生「祈りの絵」展
「無言館」所蔵作品による

原田　新　「妹・千枝子の像」

戦没画学生の遺作を通して
観る者誰もに何かを考えさせる
あの塩田平の「無言館」
所蔵する遺作、遺品 300 余点が
横浜でご覧いただけます

5 月 26 日（木）〜 6 月 14 日（火）
横浜赤レンガ倉庫１号館
横浜市中区新港 1-1-1 
TEL：045-211-1515
開館時間：11:00 〜 20:00
入場料：1000 円 ( 小中学生 500 円）

母
校
に
復
帰
、
精
い
っ
ぱ
い
努
力

無言館の映画も上映中
6 月 10日（金）まで：新宿武蔵野館
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東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た

３
月
11
日
は
国
公
立
大
学
後
期

試
験
の
前
日
で
、
本
校
の
３
年

生
の
う
ち
約
１
６
０
人
が
受
験

の
予
定
で
し
た
。
地
震
直
後
か

ら
学
級
担
任
が
生
徒
の
安
否
確

認
を
し
、
ほ
ぼ
全
員
と
連
絡
が

と
れ
た
の
は
午
後
10
時
ご
ろ
で

し
た
。

　

東
北
大
学
受
験
の
た
め
に
仙

台
に
い
た
生
徒
は
避
難
所
で
夜

を
過
ご
し
ま
し
た
。
移
動
中
の

新
幹
線
の
中
で
立
ち
往
生
し
た

生
徒
や
、
東
京
で
ホ
テ
ル
に
た

ど
り
着
け
ず
、
駅
や
避
難
所
で

夜
を
明
か
し
た
生
徒
も
い
ま
し

た
。

　

翌
日
の
試
験
は
中
止
と
な

り
、
１
月
の
セ
ン
タ
ー
試
験

の
み
で
選
抜
す
る
こ
と
に
な
っ

た
大
学
も
多
く
、
最
後
ま
で
あ

き
ら
め
ず
に
２
カ
月
間
の
学
習

に
取
り
組
ん
で
き
た
本
校
生
に

と
っ
て
は
、
成
果
を
出
す
機
会

が
与
え
ら
れ
な
い
入
試
と
な
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
被
災
し
た
地
域
の

受
験
生
の
こ
と
を
思
え
ば
、
全

員
が
無
事
で
あ
っ
た
こ
と
を
ま

ず
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
し
ょ
う
。

　

２
０
１
１
年
入
試
の
結
果
は

東
京
大
学
４
人
（
う
ち
現
役
１

国公立大 210 人　 東大４人、早慶 36 人
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大学名 11 年 10 年 09 年 大学名 11 年 10 年 09 年 大学名 11 年 10 年 09 年 大学名 11 年 10 年 09 年 大学名 11 年 10 年 09 年

国立大学 京都 2 私立大学 成城 8 4 3 武蔵野 2 1
帯広畜産 1 大阪 3 1 酪農学園 2 聖マリアンナ医科 1 明治 35 31 22
北海道 2 3 神戸 1 2 東北薬科 1 1 専修 15 13 8 明治学院 17 6 8
北海道教育 1 1 奈良教育 岩手医科 2 創価 7 4 7 明治薬科 5
弘前 1 奈良女子 2 自治医科 1 大東文化 2 5 明星 4 1
岩手 1 岡山 1 国際医療福祉 4 7 大正 1 立教 22 10 6
東北 8 6 12 広島 1 1 群馬医療福祉 1 拓殖 1 早稲田 24 24 15
宮城教育 1 九州 1 高崎健康福祉 1 1 3 玉川 3 4 麻布 2 1 1
山形 1 4 2 福岡教育 1 埼玉医科 3 1 多摩美術 3 2 神奈川 2 7 2
福島 1 国立大学　計 167 147 165 城西 2 3 中央 50 31 25 関東学院 1 1
茨城 4 3 1 公立大学 獨協 11 8 4 津田塾 2 3 2 フェリス女学院 1
筑波 3 5 7 青森公立 1 獨協医科 2 帝京 5 3 2 横浜薬科 2
宇都宮 1 1 宮城 1 文教 3 8 5 東海 8 3 5 新潟医療福祉 4 1
群馬 2 7 5 茨城県立医療 2 1 目白 1 東京医科 1 新潟薬科 1 1
埼玉 9 10 7 高崎経済 13 10 4 神田外国語 3 1 東京家政 1 2 2 金沢医科 1
千葉 10 9 16 埼玉県立 1 2 3 聖徳 1 東京経済 1 3 6 北陸 1 2
お茶の水女子 1 1 千葉県立保健医療 1 1 青山学院 18 11 17 東京工科 4 佐久 2 2 2
電気通信 2 2 2 首都大学東京 10 9 6 亜細亜 2 東京工芸 2 長野 1
東京 4 5 4 横浜市立 3 3 2 大妻女子 1 2 東京歯科 1 諏訪東京理科 1 1
東京医科歯科 2 神奈川県立保健福祉 1 桜美林 1 3 東京女子 6 6 6 松本歯科 1
東京外国語 3 1 新潟県立 2 学習院 1 2 7 東京女子医科 1 健康科学 1
東京海洋 3 1 新潟県立看護 1 北里 7 7 8 東京造形 1 岐阜聖徳学園 1
東京学芸 11 5 4 福井県立 1 共立女子 2 2 1 東京電機 5 2 2 岐阜医療科学 2
東京工業 1 都留文科 2 1 4 杏林 6 2 3 東京農業 4 3 5 愛知医科 1
東京農工 1 1 山梨県立 1 1 慶應義塾 12 21 13 東京薬科 2 3 2 中京 1
一橋 1 3 長野県看護 1 工学院 2 2 1 東京理科 31 15 15 名古屋外国語 1
横浜国立 7 5 8 岐阜薬科 1 國學院 3 4 4 東邦 5 4 4 名城 2 1
上越教育 1 静岡県立 2 国際基督教 2 2 東洋 7 7 9 京都産業 2
新潟 7 9 2 愛知県立 1 1 国士舘 2 日本 19 26 15 京都女子 5
富山 4 7 4 愛知県立芸術 1 駒澤 8 7 5 日本医科 1 同志社 3 3 4
金沢 10 12 10 名古屋市立 1 実践女子 2 2 日本歯科 1 同志社女子 3 1
福井 1 1 滋賀県立 1 芝浦工業 16 14 8 日本獣医生命科学 2 佛教 1
山梨 3 3 1 奈良県立 2 順天堂 3 3 1 日本女子 3 3 1 立命館 27 10 15
信州 48 35 53 京都府立 2 1 1 上智 9 1 6 文化女子 1 龍谷 2
静岡 4 5 3 大阪府立 2 2 昭和 3 2 2 法政 24 25 16 関西 3 1 1
名古屋 5 4 4 神戸市外国語 1 昭和女子 4 2 星薬科 2 3 1 近畿 1
名古屋工業 1 1 広島市立 1 昭和薬科 1 2 武蔵 8 2 2 関西学院 4 1 1
三重 1 公立大学　 計 43 36 29 女子栄養 1 1 東京都市 1 1 福岡 1 1
滋賀 1 国公立大学   計 210 183 194 女子美術 1 2 武蔵野音楽 1 その他 7 11 26

成蹊 7 3 6 武蔵野美術 2 2 7 私立大学　計 530 457 371

人
）、
京
都
大
学
２
人
（
２
人
）、

国
公
立
医
学
部
医
学
科
７
人（
３

人
）
な
ど
、
国
公
立
全
体
で
は

２
１
０
人
（
１
２
２
人
）
が
合

格
し
、
私
立
大
学
で
は
早
稲
田

大
学
24
人
（
５
人
）、
慶
應
義
塾

大
学
12
人
（
１
人
）、
私
立
医
学

部
医
学
科
７
人
（
１
人
）
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
は
、
大
学
卒
業
後

の
就
職
を
意
識
し
た
難
関
大
学

志
向
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

本
校
生
も
高
い
志
望
を
掲
げ
て

挑
戦
す
る
生
徒
が
多
い
傾
向
で

す
。

　

厳
し
い
入
試
を
通
し
て
、
生

徒
た
ち
は
大
学
に
合
格
す
る
と

い
う
こ
と
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

困
難
を
乗
り
越
え
る
力
を
つ
け
、

人
間
的
に
成
長
す
る
機
会
に
し

て
い
る
こ
と
に
、
こ
れ
か
ら
の

時
代
を
切
り
開
い
て
い
く
可
能

性
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
さ
ま
に
は
「
社

会
講
座
」「
卒
業
生
に
よ
る
進
路

講
演
会
」
な
ど
の
行
事
を
は
じ

め
、
物
心
両
面
に
お
い
て
多
大

な
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り

感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
　

      

進
路
指
導
主
事

　
　
　
　
　
　
　

    

落
合
康
隆

後期試験前日に大震災　避難所に宿泊した生徒も
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新
年
度
に
向
け
て
の
準

備
最
中
の
３
月
11
日
、
上

田
高
校
の
校
舎
が
大
き
く

揺
れ
ま
し
た
。
揺
れ
の
大

き
さ
が
尋
常
で
は
な
か
っ

た
ば
か
り
で
な
く
、
揺
れ

の
長
さ
も
想
像
以
上
で
し

た
。
こ
の
地
震
が
東
北
地

方
を
襲
っ
た
東
日
本
大
震

災
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ

た
の
は
、
間
も
な
く
の
こ

と
で
し
た
。
今
回
被
災
さ

れ
た
皆
さ
ま
に
心
か
ら
の

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
１
日
も
早
い

復
旧
と
復
興
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
私
た
ち
担
任
団

は
、
昨
年
の
12
月
末
に
組

織
さ
れ
て
以
来
、
自
ら
の

希
望
す
る
進
路
を
実
現
で

き
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

社
会
に
寄
与
で
き
る
人
間

に
成
長
す
る
こ
と
を
願

い
、
具
体
的
な
指
導
方
針

な
ど
、
ど
う
新
入
生
と
向

き
合
う
か
を
考
え
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が

あ
ふ
れ
る
現
代
だ
か
ら

こ
そ
、
何
が
真
実
で
あ

る
か
を
見
抜
く
力
を
身

に
つ
け
、
自
ら
の
判
断

P12
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力
に
基
づ
き
行
動
で
き
る
人
間
に
成
長

で
き
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切
と
考
え
ま

し
た
。
そ
こ
で
「
自
ら
考
え
行
動
で
き

る
１
１
２
期
生
」
を
指
導
目
標
に
掲

げ
、４
月
６
日
に
陽
春
の
日
差
し
の
下
、

３
２
５
人
の
新
入
生
を
古
城
の
門
に
迎

え
入
れ
ま
し
た
。「
至
高
の
望
」を
し
っ

か
り
胸
に
刻
み
、
自
己
の
新
た
な
る
発

見
を
重
ね
な
が
ら
、
互
い
が
切せ
っ
さ
た
く
ま

磋
琢
磨

で
き
る
集
団
と
し
て
大
き
な
飛
躍
を
遂

げ
ら
れ
る
よ
う
、
担
任
団
と
し
て
さ
ら

に
一
層
の
支
援
を
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
「
自
ら
を
大
切
に
し
、
相
手
（
仲
間
）

を
大
切
に
す
る
」
を
日
々
の
指
導
内
容

と
し
て
お
り
ま
す
。
生
徒
た
ち
が
自
主

自
律
の
精
神
の
下
、
周
囲
に
も
目
を
向

け
る
こ
と
が
で
き
る
優
し
さ
を
持
ち
な

が
ら
、
高
校
生
活
が
送
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
９
月
に
は
、
社
会
講
座
で
諸
先

　

２
０
１
１
年
度
の
２
学
年
は
４
月
５

日
、
始
業
式
・
着
任
式
・
翌
日
の
入
学

式
の
式
場
作
り
と
、
後
の
ロ
ン
グ
ホ
ー

ム
ル
ー
ム
（
Ｌ
Ｈ
Ｒ
）
で
の
講
座
別
個

人
の
時
間
割
表
作
成
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
新
し
い
Ｈ
Ｒ
に
入
っ
て
、
ま

た
新
た
な
気
持
ち
で
高
校
生
活
を
迎
え

た
生
徒
も
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

２
学
年
の
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
最

も
大
き
な
変
化
は
、
す
べ
て
の
授
業
が

講
座
単
位
で
あ
り
、
ほ
ぼ
全
て
の
授
業

が
教
室
移
動
を
要
す
る
こ
と
で
す
。
４

月
当
初
の
学
級
日
誌
に
は
、「
移
動
教

室
疲
れ
ま
す
」
と
い
っ
た
感
想
が
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
中
旬
ご
ろ
に

は
、
だ
い
ぶ
慣
れ
て
き
た
よ
う
で
、
移

動
も
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
将
来
の
大
学
生
活
を
想
定
す

れ
ば
、
今
の
う
ち
か
ら
慣
れ
て
し
ま
う

利
点
は
大
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

さ
て
、
講
座
単
位
の
授
業
の
様
子

を
紹
介
す
る
と
、
生
徒
た
ち
は
１
年
間

な
じ
ん
だ
顔
ぶ
れ
が
変
わ
り
、
良
い
意

味
で
の
緊
張
感
が
漂
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。「
共
に
高
め
合
う
１
１
１
期
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
て
２
年
目
、
無
用

に
け
ん
制
し
合
う
わ
け
で
は
な
く
、
互

い
に
能
力
を
認
め
合
い
、
羨せ

ん
ぼ
う望

の
要
素

を
持
つ
人
に
は
そ
の
領
域
に
近
づ
こ
う

と
努
力
す
る
、
そ
ん
な
姿
勢
を
保
ち
続

け
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

後
輩
た
ち
も
入
学
し
て
き
て
、「
中

だ
る
み
」
の
学
年
と
い
う
ほ
ど
生
徒
た

ち
に
は
精
神
的
ゆ
と
り
が
な
い
と
い
う

の
が
現
状
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。
日
々
の
学
習
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
班
活
・
生
徒
会
活
動
に
お
い
て
も

組
織
の
中
核
と
な
る
生
徒
も
出
て
き
ま

す
。「
先
輩
」
と
し
て
要
求
さ
れ
る
こ

と
、
難
度
の
増
す
授
業
内
容
か
ら
来
る

重
圧
に
、
時
に
不
安
感
を
抱
く
生
徒
も

少
な
か
ら
ず
い
る
こ
と
と
予
想
さ
れ
ま

す
。
２
年
生
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
が
あ

れ
ば
こ
そ
、「
友
が
み
な
わ
れ
よ
り
え

ら
く
見
ゆ
る
日
⁝
」（
石
川
啄
木
）
の

連
続
に
さ
い
な
ま
れ
る
こ
と
も
あ
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
。
３
６
０
余
人
の
生
徒

を
預
か
る
教
師
集
団
と
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
支
え
と
な
り
、
道
標
と
な

れ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

新入生との対面式

４
月
下
旬
に
は
、
総
合
学
習
（
平

和
学
習
）
で
、
無
言
館
、
松
代
象
山
地

下
壕
、
長
野
県
立
歴
史
館
な
ど
を
見
学

し
、
10
月
の
沖
縄
へ
の
修
学
旅
行
を
よ

り
充
実
し
た
も
の
に
し
よ
う
と
今
か
ら

準
備
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

在
校
生
が
よ
り
良
い
環
境
で
学
校

生
活
を
全
う
で
き
る
よ
う
平
素
か
ら
ご

支
援
く
だ
さ
る
同
窓
会
諸
氏
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
、
２
学
年
の
近
況
報
告

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　

   

２
学
年
主
任　

南
澤
茂
徳

ソフトウェアの

システム技研株式会社
清水 通男（66 期）代表取締役

〒 169-0075　東京都新宿区高田馬場 1-34-1 サンフジビル 5F
                 TEL  (03)5272-8830    FAX  (03)5272-8836
　　　　　  URL  http://www.s-giken.com    

自ら考え、行動を！ 325 人入学

輩
方
に
お
教
え
を
い
た
だ
く
機
会
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
さ
ま
ざ
ま
な

面
で
ご
支
援
を
い
た
だ
く
こ
と
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

       

１
学
年
主
任　

丸
山
省
三

移
動
教
室
に
戸
惑
う
姿
も

平
和
学
習
で
無
言
館
な
ど
訪
問
へ

１年生

２年生
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同
窓
会
の
皆
さ
ま
に
は
、
平
素

よ
り
硬
式
野
球
班
の
活
動
に
温
か

い
ご
声
援
と
ご
援
助
を
た
ま
わ

り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
野
球
班
は
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
西
沢

俊
一
監
督
（
82
期
）
の
下
、
現
在

67
人
の
班
員
が
甲
子
園
を
目
指
し

て
毎
日
の
練
習
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

思
い
浮
か
べ
て
み
て
く
だ
さ

い
、
あ
の
「
校
庭
」
に
67
人
が
走

る
姿
を
。
し
か
も
、
校
庭
で
は
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
班
も
練
習
し
て
い
ま

す
の
で
、
実
際
に
は
１
０
０
人
ほ

ど
の
生
徒
が
い
ま
す
。あ
わ
せ
て
、

本
校
の
校
是
で
あ
る「
文
武
両
道
」

を
達
成
す
べ
く
、「
７
時
に
は
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
出
る
」
こ
と
を
心
が

け
て
い
ま
す
。

　

そ
の
限
ら
れ
た
空
間
と
時
間
の

な
か
で
、
他
の
チ
ー
ム
が
４
時
間

か
け
て
行
う
内
容
を
２
時
間
で
す

べ
て
こ
な
す
た
め
に
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
を
考
え
ま
す
。
そ
れ
は
突

き
詰
め
る
と
、
守
備
練
習
で
は

「
ボ
ー
ル
を
後
ろ
に
そ
ら
さ
な
い
」

「
相
手
の
胸
に
正
確
に
速
い
ボ
ー

ル
を
投
げ
る
」、
打
撃
練
習
で
は

「
ス
ト
ラ
イ
ク
を
投
げ
る
」「
ス
ト

ラ
イ
ク
を
打
つ
」、
そ
し
て
「
練

習
中
は
常
に
全
力
で
走
る
」
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
息
つ
く
間

P13

体
験
。気
候
や
文
化
は
異
な
っ
て
も
、

長
野
県
と
深
い
つ
な
が
り
の
あ
る
沖

縄
。
映
像
や
活
字
で
は
な
く
、
自
分

で
じ
か
に
触
れ
、
確
か
め
た
戦
跡
や

米
軍
基
地
、
沖
縄
の
文
化
。

　

旅
行
後
、
生
徒
は
「
も
う
少
し
ゆ

と
り
あ
る
日
程
で
じ
っ
く
り
見
学
し

た
か
っ
た
」「
ぜ
ひ
ま
た
自
分
で
来

た
い
」「
み
ん
な
と
ゆ
っ
く
り
話
が

で
き
、
思
い
出
づ
く
り
が
で
き
た
」

と
い
う
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

新
学
期
に
な
り
、
新
た
な
班
員
を

迎
え
た
班
活
動
も
一
段
と
熱
が
入
っ

て
い
ま
す
。
放
課
後
、
校
内
に
歌
声

や
楽
器
の
音
が
響
き
、
体
育
館
や
グ

ラ
ン
ド
で
は
若
さ
あ
ふ
れ
る
プ
レ
ー

が
見
ら
れ
ま
す
。
一
方
、
学
習
室
で

は
何
人
か
の
生
徒
が
、
始
業
前
や
放

課
後
、
そ
し
て
土
日
も
机
に
向
か
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
目
標
に
向

か
っ
て
進
ん
で
い
ま
す
。

　

高
校
最
後
の
１
年
、
今
ま
で
の
先

輩
同
様
、
何
事
に
も
全
力
で
取
り
組

ん
で
き
た
生
徒
た
ち
で
す
。
持
て
る

力
を
思
う
存
分
発
揮
し
て
く
れ
る
、

そ
ん
な
予
感
が
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

３
学
年
主
任　

竹
内
正
典

　

３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
と
そ

の
後
の
原
発
事
故
は
、
生
徒
た
ち
の

心
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。

震
災
直
後
、
生
徒
会
執
行
部
が
中
心

に
な
り
、
募
金
活
動
を
実
行
し
、
集

ま
っ
た
義
援
金
７
万
２
７
６
０
円
を

日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
被
災
さ
れ

た
方
々
に
送
り
ま
し
た
。

　

対
面
式
で
は
生
徒
会
長
の
発
案

で
、
震
災
で
犠
牲
に
な
っ
た
方
々
の

冥
福
を
祈
り
、
黙
と
う
し
ま
し
た
。

松
尾
祭
で
も
、
震
災
関
連
の
企
画
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。生
徒
た
ち
は
、

い
ま
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何

か
を
考
え
、行
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

生
徒
た
ち
の
姿
は
見
事
で
し
た
。

　

さ
て
、
昨
年
10
月
の
沖
縄
修
学
旅

行
は
「
平
和
を
考
え
る
」「
沖
縄
の

歴
史
や
文
化
に
触
れ
る
」
を
目
的
に

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
４
日
間
天
候
に

恵
ま
れ
、
充
実
し
た
研
修
が
で
き
ま

し
た
。

　

宮
城
喜
久
子
先
生
の
講
演
、
生
徒

が
企
画
・
運
営
し
た
平
和
セ
レ
モ

ニ
ー
、
地
下
壕
や
平
和
祈
念
資
料
館

で
の
研
修
、
佐
喜
眞
美
術
館
と
屋
上

か
ら
見
た
普
天
間
基
地
、
青
い
空
の

下
、
青
い
海
で
の
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ

３年生

被
災
者
支
援
で
募
金
活
動

昨
年
10
月
︑
沖
縄
に
修
学
旅
行

文武両道で甲子園目指す「校庭」を走る 67 人

も
な
い
練
習
を
こ
な
し
、
く
た
く

た
で
帰
っ
て
も
自
分
の
弁
当
箱
を

洗
い
、
宿
題
も
バ
ッ
ト
ス
イ
ン
グ

も
行
い
、
授
業
は
左
右
対
称
の
姿

勢
を
崩
さ
ず
に
の
め
り
込
め
る
日

常
の
構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
「
人
の
た
め
に
野
球
を

や
る
」
と
い
う
こ
と
も
決
め
ま
し

た
。
83
回
選
抜
大
会
準
優
勝
の
九

州
国
際
大
付
の
高
城
俊
人
主
将
は

「
謙
虚
に
臨
ま
な
け
れ
ば
、
僕
た
ち

の
思
い
は
被
災
地
に
届
か
な
い
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。
冬
は
必
ず
春

と
な
り
、
そ
し
て
「
あ
つ
い
夏
」

が
お
と
ず
れ
ま
す
。
そ
の
「
あ
つ

い
夏
」
の
主
役
と
な
っ
て
、
人
の

た
め
に
白
球
を
追
う
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
チ
ー
ム
の
目
標
に
掲
げ
た

「
長
野
県
№
１
」
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

地
区
大
会
優
勝
旗
、
北
信
越
県

大
会
優
勝
旗
、
選
手
権
優
勝
旗
、

長
野
県
に
は
手
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
３
本
の
旗
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
「
旗
３
本
」
を
目
指
し
、「
見
ず

や
誉
れ
の
こ
の
旗
を
永
く
我
が
手

に
保
た
な
む
」
と
高
ら
か
に
凱
歌

が
歌
え
る
よ
う
、
チ
ー
ム
一
丸
と

な
っ
て
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ご
支

援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

      
野
球
部
部
長   

加
藤
尚
也（
78
期
）
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43
期
生
が
１
９
６
３
年
、
戦
後
を

生
き
て
き
て
一
番
の
宝
物
は
中
学
の
５

年
間
と
も
に
過
ご
し
た
同
期
生
だ
と
、

有
志
が
ガ
リ
版
の
案
内
状
で
同
期
会
の

開
催
を
呼
び
か
け
て
集
ま
っ
た
の
が
最

初
で
あ
る
。
第
１
回
は
15
人
、
２
回
目

か
ら
は
上
田
を
離
れ
た
同
期
生
に
も
呼

び
か
け
、
毎
年
秋
に
30
︱
40
人
集
ま
っ

た
が
、
加
齢
と
と
も
に
出
席
者
は
減
っ

て
き
た
た
め
、
そ
の
後
は
Ａ
組
の
同

級
会
と
し
て
別
所
温
泉
「
つ
る
や
」
で

継
続
。
昨
年
は
16
人
が
集
り
旧
交
を
温

め
た
。
Ａ
組
は
卒
業
時
50
人
。
そ
れ
か

ら
67
年
も
た
っ
て
出
席
者
16
人
。
幹
事

冥み
ょ
う
り利
に
尽
き
る
と
思
っ
て
い
る
。

こ
の
絆
き
ず
な

の
も
と
は
、
戦
局
が
厳
し

さ
を
増
し
た 

１
９
４
３
年
（
昭
和
18

年
）
に
予
科
練
に
級
友
50
人
の
中
か

ら
10
人
が
志
願
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
こ

の
年
の
夏
、
３
年
生
以
上
が
講
堂
に
急

き
ょ
集
め
ら
れ
、
校
長
か
ら
「
戦
局
誠

に
厳
し
く
貴
君
た
ち
の
奮
起
を
促
す
」

と
、
海
軍
飛
行
予
科
練
習
生
を
募
集
す

る
軍
令
部
か
ら
の
通
達
を
告
げ
ら
れ
、

Ａ
組
が
ダ
ン
ト
ツ
の
志
願
者
を
出
し

た
。
全
員
合
格
し
て
、
そ
の
年
の
12
月

１
日
、
航
空
隊
に
入
隊
し
た
。
終
戦
に

な
り
幸
い
１
人
の
戦
死
者
も
な
く
全
員

復
員
し
た
が
、
み
ん
な
熾し
れ
つ烈
な
軍
隊
生

活
を
経
験
し
た
。
こ
れ
が
ク
ラ
ス
の
団

結
の
原
因
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
ま
と
ま
り
の
よ
い
例
と
し

て
次
の
２
点
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

一
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
村
上
博
優
・

龍
洞
院
前
住
職
は
、
中
国
寧
波
の
天
竜

寺
を
訪
ね
て
同
市
仏
教
協
会
と
親
交
を

重
ね
、
天
竜
寺
に
日
本
曹
洞
宗
と
し
て

道
元
禅
師
の
記
念
碑
を
建
立
。
ま
た
中

国
人
の
身
元
引
請
け
人
に
な
っ
て
日
中

親
善
に
尽
く
し
て
き
た
。
２
０
０
４
年

に
は
、
寧
波
市
仏
教
協
会
か
ら
村
上
和

尚
訪
中
１
０
０
回
と
80
歳
を
祝
う
慶
祝

会
に
招
請
を
受
け
出
席
。
こ
れ
を
記
念

し
て
級
友
有
志
が
資
金
を
出
し
合
い
、

龍
洞
院
の
山
門
に
寧
波
市
か
ら
贈
ら
れ

た
掛
け
軸
の
詩
を
刻
し
た
自
然
石
の
記

念
碑
を
05
年
に
建
立
し
た
。

二
、
06
年
に
は
全
員
が
80
歳
に
な
っ

た
の
を
記
念
し
、
33
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
出
を
つ
づ
っ
た
文
集
「
絆
」
を
作

成
し
各
人
に
配
布
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
同
級
会
は
毎
年
続
け

る
と
同
級
生
全
員
が
同
じ
思
い
を
抱
い

て
い
る
。           

幹
事　

秋
山
袈
裟
男

43
期
Ａ
組
が
毎
年
同
級
会

て
、
昨
年
を
２
割
も
上
回
る
参
加
者
が

あ
っ
た
。　

　

第
１
部
の
講
演
会
は
、
同
期
の
元
Ｎ

Ｈ
Ｋ
放
送
研
修
セ
ン
タ
ー
理
事
長
の
黒

川
次
郎
さ
ん
が
「
地
デ
ジ
で
何
が
変
わ

る
か
？　

テ
レ
ビ
の
60
年
」
に
つ
い
て

話
し
て
く
れ
た
。
予
定
で
は
今
年
の
７

月
24
日
を
も
っ
て
地
上
・
Ｂ
Ｓ
と
も
に

ア
ナ
ロ
グ
放
送
は

停
止
さ
れ
、
デ
ジ

タ
ル
放
送
に
移
行

す
る
が
、
果
た
し

て
そ
れ
ま
で
に
す

べ
て
の
世
帯
で
デ

ジ
タ
ル
受
像
機
へ

の
買
い
換
え
が
で

き
る
の
か
必
ず
し

も
楽
観
で
き
な
い

状
況
に
あ
る
こ
と
。

し
か
し
、
デ
ジ
タ

ル
移
行
は
世
界
各

国
で
進
ん
で
お
り
、

　

関
東
五ご

し

き
四
期
会
は
２
月
９
日
、「
ホ

テ
ル
・
フ
ロ
ラ
シ
オ
ン
青
山
」
で
新
年

会
を
開
催
し
、
会
員
46
人
と
本
部
か
ら

山
口
幹
事
長
ら
４
人
の
計
50
人
が
参
集

し
た
。今
年
は
卒
業
55
周
年
に
当
た
り
、

こ
の
１
年
の
間
に
会
員
２
人
の
物
故
者

も
あ
っ
た
が
、
市
河
富
弘
、
倉
島
彰
、

馬
場
武
彦
の
３
世
話
人
の
努
力
も
あ
っ

思
え
ば
遠
く
へ
来
た
も
ん
だ

関
東
五
四
期
会
新
年
会
に
50
人

日
米
欧
３
方
式
に
分
か
れ
て
い
る
が
、

南
米
諸
国
で
は
日
本
方
式
が
採
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
。
今
後
デ
ジ
タ
ル
移
行
に

よ
っ
て
ま
す
ま
す
「
放
送
」
と
「
通

信
」
の
境
界
が
な
く
な
っ
て
い
く
な
か

で
「
放
送
」
は
生
き
残
れ
る
の
か
。
ｉ

Ｐ
Ａ
Ｄ
な
ど
最
近
発
展
の
著
し
い
携
帯

端
末
向
け
を
含
む
多
様
な「
通
信
」サ
ー

ビ
ス
の
な
か
に
既
存
の
「
放
送
」
は
埋

没
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

　

一
方
、
大
型
画
面
の
デ
ジ
タ
ル
・
ハ

イ
ビ
ジ
ョ
ン
Ｔ
Ｖ
が
ネ
ッ
ト
と
結
び
つ

く
こ
と
に
よ
り
、
か
つ
て
の
「
お
茶
の

間
」
の
テ
レ
ビ
の
よ
う
に
家
族
み
ん
な

が
集
ま
る
中
核
と
な
り
得
る
と
い
う
放

送
界
の
期
待
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
時
宜

を
得
、
持
ち
時
間
が
い
く
ら
あ
っ
て
も

足
り
な
い
ほ
ど
豊
富
な
内
容
で
、
会
場

か
ら
万
雷
の
拍
手
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

第
２
部
の
懇
親
会
は
、
本
部
か
ら
母

校
創
立
１
１
０
周
年
記
念
行
事
へ
の
寄

付
に
対
す
る
謝
意
、「
日
本
一
の
兵
・

真
田
幸
村
公
」
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

放
映
実
現
署
名
の
再
要
請
、
10
月
の
エ

ク
シ
ブ
軽
井
沢
に
お
け
る
卒
業
55
周
年

記
念
大
会
の
開
催
案
内
な
ど
が
あ
っ
た

後
、今
年
も
同
期
生
の
岡
崎
酒
造
の「
亀

齢
・
生な
ま

」
が
各
テ
ー
ブ
ル
に
配
ら
れ
て

宴
会
が
始
ま
っ
た
。
55
年
を
語
る
に
２

時
間
は
余
り
に
も
短
い
時
間
で
あ
っ
た

が
、
午
後
５
時
、
別
れ
を
惜
し
み
再
会

を
約
し
て
、
お
開
き
と
な
っ
た
。

                            

沓
掛
文
哉
（
54
期
）

戦
時
の
思
い
出  

絆
深
め
る

別所温泉「つるや」に集まった同級生
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中
山
道
の
旅
は
、
第
13
回
か
ら
、﹃
中

山
道
の
歩
き
方
﹄（
学
習
研
究
社
刊
）

の
企
画
・
編
集
を
し
た
同
期
生
、
清
水

淳
郎
さ
ん
が
加
わ
っ
た
の
で
、
案
内
、

解
説
付
き
で
一
層
楽
し
く
な
っ
た
。

　

第
14
回
は
11
月
27
日
、
原
野
駅
か
ら

中
山
道
の
中
間
地
点
を
目
指
す
。
雪
化

粧
し
た
木
曽
駒
ケ
岳
が
美
し
い
。「
中

山
道
東
西
中
間
之
地
」
の
碑
に
は
、
江

戸
へ
六
十
七
里
二
十
八
町
と
あ
る
。
栗

本
集
落
を
過
ぎ
、
し
ば
ら
く
国
道
を
歩

く
と
第
37
次
・
福
島
宿
入
口
。
福
島
関

所
が
再
建
さ
れ
て
い
る
。
宿
場
の
中
心

部
は
昭
和
の
大
火
で
焼
失
し
た
が
、
焼

け
な
か
っ
た
上
ノ
段
に
は
旅
籠
屋
、
商

家
、
水
場
な
ど
が
残
っ
て
い
る
。

　

上
松
宿
へ
の
道
中
に
は
、
有
名
な
難

所
、
木
曽
の
桟
か
け
は
し

跡
が
あ
る
が
、
歩
道

の
な
い
国
道
で
、
歩
く
の
は
危
険
と
の

こ
と
か
ら
バ
ス
を
利
用
し
た
。
上
松
宿

に
は
尾
張
藩
の
材
木
役
所
が
置
か
れ
、

木
材
の
集
散
地
で
あ
っ
た
。
寝
覚
ノ
床

の
見
物
客
も
あ
り
、
に
ぎ
わ
っ
た
よ
う

だ
。
寝
覚
ノ
床
に
隣
接
し
た
ホ
テ
ル
に

泊
り
、温
泉
で
旅
の
疲
れ
を
癒
や
し
た
。

　

翌
朝
、
寝
覚
ノ
床
を
見
物
。
静
寂
に

包
ま
れ
た
碧あ
お

い
淵
、
灰
白
色
の
花
崗
岩

が
碧
い
水
に
映
り
、
何
と
も
美
し
い
。

２
㌔
ほ
ど
行
く
と
、
広
重
の
絵
に
も

な
っ
た
小
野
の
滝
。
明
治
に
な
っ
て
、

滝
の
上
に
鉄
道
を
通
し
て
し
ま
っ
た
の

が
惜
し
ま
れ
る
。

　

倉
本
を
過
ぎ
る
と
、
旧
道
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、
国
道
を
歩
い
て
須
原
宿
へ
。

大
木
を
く
り
抜
い
た
水
舟
が
あ
ち
こ
ち

に
置
か
れ
、
露
伴
、
子
規
の
碑
が
立
て

ら
れ
宿
場
の
風
情
が
今
も
残
る
。

　

第
15
回
は
２
０
１
１
年
最
初
の
旅
。

３
月
26
日
、
第
40
次
・
野
尻
宿
か
ら
三

留
野
宿
へ
。
樹
齢
数
百
年
の
本
陣
の
枝

垂
れ
梅
が
す
ば
ら
し
い
。
木
曽
川
に
架

か
る
桃も
も
す
け介
橋
（
国
重
文
）
を
渡
っ
て
み

て
か
ら
、
妻
籠
宿
へ
の
山
道
に
入
る
。

　

妻
籠
宿
は
昭
和
40
年
代
か
ら
歴
史
的

景
観
を
守
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
き
た

の
で
、
本
陣
（
復
元
）、
脇
本
陣
を
は

じ
め
と
し
て
往
時
の
宿
場
の
町
並
み
が

良
く
保
存
さ
れ
て
い
る
。
旧
旅
籠
・
松

代
屋
に
泊
り
、
翌
日
、
雪
の
残
る
山
道

を
馬
籠
宿
に
向
か
っ
た
。
馬
籠
峠
を
過

ぎ
る
と
、
目
の
前
が
開
け
て
、
恵
那
山

が
展
望
で
き
る
。
展
望
台
に
は
、
旧
山

口
村
が
岐
阜
県
に
越
県
合
併
し
た
記
念

碑
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。

　

馬
籠
宿
は
坂
の
宿
場
、
中
津
川
・
美

濃
の
国
が
見
渡
せ
る
位
置
に
あ
る
。
藤

村
の
生
家
、
本
陣
は
明
治
の
大
火
で
焼

け
、
祖
父
母
の
隠
居
所
と
井
戸
が
焼
け

残
っ
て
い
る
。

　

落
合
宿
へ
の
道
は
、
十じ

っ
こ
く曲

峠
の
下
り

道
、
約
１
㌔
も
続
く
石
畳
の
道
で
ひ
ざ

が
ガ
ク
ガ
ク
し
て
し
ま
っ
た
。
落
合
宿

で
は
、
加
賀
藩
か
ら
贈
ら
れ
た
と
い
う

本
陣
の
門
と
、
し
ゃ
ち
ほ
こ
が
付
い
た

母
屋
が
威
容
を
誇
っ
て
い
た
。

　

第
16
回
は
４
月
23
日
、
第
45
次
・
中

津
川
宿
へ
。
幕
末
、
桂
小
五
郎
が
潜
ん

で
い
た
と
い
う
料
亭
が
今
も
残
り
、
資

料
館
に
は
、
幕
末
の
人
物
往
来
を
記
録

し
た
本
陣
文
書
が
残
っ
て
い
る
。

　

大
井
宿
は
江
戸
と
京
の
間
の
戦
略
的

要
衝
に
あ
り
、
六
カ
所
に
枡
形
が
造
ら

れ
て
い
た
。
枡
形
に
あ
る
旧
旅
籠
・
角

屋
に
宿
泊
。
翌
日
、
西
行
塚
、
十
三
峠

を
越
え
て
大お
お
く
て湫

宿
へ
到
達
。
山
間
の
静

か
な
宿
場
で
樹
齢
１
３
０
０
年
の
大
杉

が
迎
え
て
く
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

清
水
計
枝（
64
期
）

中
山
道
69
次
を
歩
く
（
５
）

中
間
地
点
か
ら
大
湫
宿
ま
で

うえだ　82 号

　

ふ
る
里
の
信
州
に
帰
っ
た
時
、
周

り
の
山
々
や
木
々
と
出
会
え
る
の
は

何
と
も
言
え
ま
せ
ん
。
千
曲
川
の
流

れ
も
石
こ
ろ
も
昔
と
変
わ
っ
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
何
か
心
を
ほ
っ
と
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。
烏
帽
子
や
浅
間
山

は
昔
の
ま
ま
で
す
。
浅
間
山
の
稜
り
ょ
う
せ
ん線

が
右
に
流
れ
る
の
を
見
る
と
昔
に
帰

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

私
が
生
ま
れ
た
所
は
海
野
宿
の
西

の
外
れ
で
大
屋
駅
に
近
い
と
こ
ろ
で

す
。学
ん
だ
小
学
校
は
田
中
小
学
校
。

現
在
の
東
御
市
に
あ
り
ま
す
。

　

東
御
市
の
教
育
構
想
は
「
あ
い
さ

つ
を
し
よ
う
・
本
を
読
も
う
・
汗
を

流
そ
う
・
テ
レ
ビ
の
ス
イ
ッ
チ
を
切

ろ
う
」。
思
わ
ず
エ
ー
ル
を
送
り
た

く
な
り
ま
す
。
そ
の
田
中
小
学
校
を

出
て
上
田
高
校
に
入
学
し
た
者
の
集

ま
り
が
あ
り
、「
図
南
会
」
と
い
う

名
が
付
い
て
い
ま
す
。

　

図
南
会
に
は
、
な
か
な
か
の
意
味

が
あ
り
ま
す
。
広
辞
苑
に
は
図
南
と

は
鵬
お
お
と
りが

南
方
に
向
か
っ
て
翼
を
ひ
ろ

げ
て
遠
征
を
試
み
る
こ
と
。
転
じ
て

大
事
業
を
企
て
る
こ
と
と
あ
り
ま

す
。
そ
の
図
南
会
が
上
田
松
尾
高
校

１
年
の
時
に
田
中
小
学
校
の
家
庭
科

室
で
開
か
れ
、
先
輩
に
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

思
い
出
す
こ
と
は
Ｙ
歌
を
歌
っ
た
こ

と
と
、
ス
ト
ー
ブ
の
上
の
ヤ
カ
ン
に

酒
を
入
れ
て
、
そ
の
酒
を
み
ん
な
と

飲
ん
だ
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
記
念
写
真
も
撮
り
ま
し

た
。
村
の
写
真
屋
さ
ん
は
誰
が
手

配
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
全
員
、
詰

め
襟
の
学
生
服
を
き
ち
ん
と
着
こ
ん

で
い
ま
す
。
小
学
校
の
先
生
は
一
度

も
教
室
を
の
ぞ
き
に
来
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
黙
認
は
後
の
私
た
ち
の
成

長
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。　
　
　

　

１
９
８
２
年
に
東
京
で
「
関
東
図

南
会
」と
名
付
け
て
開
か
れ
て
か
ら
、

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
30

回
目
を
迎
え
ら
れ
そ
う
で
す
。

　

第
１
回
の
案
内
状
が
手
許
に
あ
り

ま
す
。
世
話
人
の
３
人
は
故
人
に

な
っ
て
い
ま
す
。
93
年
に
は
20
期
の

市
村
先
輩
が
出
席
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
出
席
者
は
多
い
と
き
は
30
人

を
越
え
て
い
ま
し
た
が
、
年
々
少
な

く
な
り
昨
年
は
12
人
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

宮
坂
幸
雄（
57
期
）

連
綿
と
続
く
﹁
図
南
会
﹂

田
中
小
出
身
の
同
窓
生
の
会

雪が残る馬籠峠頂上
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常務理事　 黒澤  美那子 （60 期）
理  事  長　 黒澤  一也

fellow株式会社 取締役社長　古畑　克巳　（69 期）

Outsourcingの知識集団
保険会社の内部監査請負・FC組織の Franchisee の内部監査・医療法人の Consultation

〒 101-0048　東京都千代田区神田司町２－ 19－４　ＫＳ司町ビル３F
http://www16.ocn.ne.jp/~fellow/index.html

TEL　03 － 5283 － 7225

FAX　03－ 5283 － 7226

第一会計コンサルタント
Daiichi Kaikei Consultant

〒171-0014   東京都豊島区池袋2-46-3  CIMA100ビル5F
TEL 03-5992-4981(代表)　     FAX 03-5992-5090
URL http://www.dkc-g.co.jp     E-mail kubo@dkc-g.co.jp

お客様の立場で企業
経営をトータルに
バックアップします

久保　柳哉（60 期）
代表取締役

DKC
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２
０
１
０
年
度
会
務
報
告
案

（
２
０
１
０
年
４
月
１
日
～
11
年
３
月
31
日
）

収　入　の　部
科　目 予　算 決　算 差　額

前期繰越金 1,344,775 1,344,775 0 

大会会費収入 1,260,000 1,298,000 38,000 
会報広告料 500,000 734,000 234,000 
年会費収入 2,100,000 3,366,000 1,266,000 
会議費収入 750,000 867,000 117,000 
寄付金収入 670,000 821,782 151,782
雑収入 200,000 183,000 -17,000 
受取利息収入 0 　10  10 
（小　計） 5,480,000 7,269,792 1,789,792 

運営基金利息繰入 0 0 0 

合　計 6,824,775 8,614,567 1,789,792

支　出　の　部
科　目 予　算 決　算 差　額

大　会　費 1,260,000 1,204,158 -55,842 
会　報　費 1,750,000 2,153,201 403,201 
交　通　費 160,000 209,480 49,480 
通　信　費 80,000 66,053 -13,947 
会　議　費 1,070,000 1,274,883 204,883 
渉　外　費 200,000 337,304 137,304 
印　刷　費 150,000 11,370 -138,630 
事　務　費 750,000 915,498 165,498 
雑　　　費 60,000 86,080 26,080 
（小　計） 5,480,000 6,258,027 778,027 

次期繰越金 1,344,775 2,356,540  1,011,765

合　　計  6,824,775   8,614,567  1,789,792

収　入　の　部
科　目 23 年度予算 22 年度決算 増　減

前期繰越金  2,356,540 1,344,775 1,011,765

大会会費収入 1,400,000 1,298,000 102,000 
会報広告料 600,000 734,000 -134,000 
年会費収入 2,300,000 3,366,000 -1,066,000 
会議費収入 700,000 867,000 -167,000 
寄付金収入 700,000 821,782 -121,782 
雑収入 200,000 183,000 17,000 
受取利息収入 0  10  -10 
（小　計） 5,900,000 7,269,792 -1,369,792 

運営基金利息繰入 0 0 0 

合　計  8,256,540 8,614,567  -358,027

2010 年 ( 平成 22 年 ) 度決算報告案　(2010 年 4 月 1 日～ 2011 年 3 月 31 日 ) 　

2011 年 ( 平成 23 年 ) 度予算案　(2011 年 4 月 1 日～ 2012 年 3 月 31 日 ) 　

運営基金特別勘定　（2011.3.31 現在） 一般会計・特別会計総括表（2011.3.31 現在）

普通預金：三井住友銀行
郵便振替：麹町郵便局
定額貯金：麹町郵便局
定期預金：三井住友銀行

（単位：円）

2011 年度会務計画案
（2011 年４月１日～ 12 年３月 31 日）

▼
第
49
回
総
会
・
懇
親
会

　

２
０
１
０
年
７
月
３
日
に
如
水
会
館
で
開
催
し
、
２
２
５
人

が
参
加
。
宮
澤
泰
正
氏
（
84
期
）
に
よ
る
講
演
「
私
た
ち
の
生

活
と
海
洋
の
思
わ
ぬ
つ
な
が
り
」
と
、
窪
田
健
志
氏
（
99
期
）

と
仲
間
た
ち
に
よ
る
マ
リ
ン
バ
演
奏
が
行
わ
れ
た
。
会
費
は
初

の
値
下
げ
を
行
い
、
６
０
０
０
円
と
し
た
。

▼
「
サ
マ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
」
上
映
会

　

10
年
４
月
10
日
に
一
ツ
橋
ホ
ー
ル
で
開
催
。
細
田
守
監
督
も

特
別
出
演
し
、
映
画
の
舞
台
を
上
田
に
し
た
経
緯
な
ど
裏
話
を

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
披
露
し
た
。
参
加
者
は
３
０
０
人
。

▼
新
年
会

　

11
年
１
月
20
日
に
日
本
教
育
会
館
で
開
催
し
、
１
０
３
人
が

参
加
。
上
田
染
谷
丘
高
出
身
の
真
打
三
遊
亭
鬼
丸
師
匠
の
軽
妙

な
落
語
を
楽
し
ん
だ
。

▼
会
報

　

第
80
号
を
５
月
に
、
第
81
号
を
１
月
に
発
行
し
た
。

▼
年
会
費
納
入
状
況

　

新
規
に
年
会
費
を
納
入
し
た
会
員
が
増
加
し
、
前
年
並
び
に

年
度
予
算
を
１
０
０
万
円
以
上
上
回
っ
た
。
前
年
実
施
し
た
住

所
調
査
や
、
財
務
健
全
化
の
た
め
や
む
を
得
ず
長
期
未
納
会
員

へ
の
会
報
送
付
を
停
止
す
る
と
の
予
告
の
効
果
が
表
れ
た
と
み

ら
れ
る
。

▼
寄
付
金
、
広
告
収
入

　

寄
付
金
は
上
映
会
に
特
化
し
た
17
万
円
を
除
い
て
も
、
好
調

だ
っ
た
前
年
並
み
を
維
持
。
広
告
収
入
も
前
年
、
予
算
を
20
万

円
以
上
上
回
り
、
当
会
運
営
を
支
え
る
柱
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

▼
そ
の
他

　

母
校
社
会
講
座
へ
の
講
師
派
遣
、
年
２
回
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

実
施
、
本
部
や
各
支
部
総
会
な
ど
に
出
席
。
ま
た
、
長
野
県
高

校
同
窓
会
東
京
連
合
会
の
副
会
長(

東
信
地
区
会
長)

に
栗
山
幹

事
長
が
就
任
。

▼第 50 回総会・懇親会

　2011 年７月３日 ( 日 ) に如水会館

で開催、実行委員最年長の 64 期が

中心になって企画運営を実施。

▼会報

　第 82 号を６月初旬に総会直前号

として発行、50 回を迎える総会を

記念して、24 ページ建ての特大号

とする。第 83 号は年末に発行。

▼ゴルフコンペ

　震災の影響があり、春の会は中止

とする。秋は例年通り実施。

▼年会費納入状況の改善

　一人一人の会員に納めてもらう年

会費が当会活動を支える大切な源泉

であることを、あらためて考えても

らえるようなキャンペーンを引き続

き実施。昨年度予告した長期未納会

員への会報発送停止は逐次、実施を

開始する。

▼母校・本部などとの交流

　母校社会講座への講師派遣、入学

式・卒業式などへの出席、上田本部、

他支部の総会への出席。

▼他団体との交流

　県高校東京同窓連の役員当番校と

して、その活動に積極的に関与する。

▼新執行体制の円滑な立ち上げ

　役員が大幅に入れ替わるため、そ

の体制移行と、新機軸の企画、立ち

上げを円滑に行う。
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 支　出　の　部
科　目 23 年度予算 22 年度決算 増　減

大　会　費 1,350,000 1,204,158 145,842 
会　報　費 2,050,000 2,153,201 -103,201 
交　通　費 200,000 209,480 -9,480 
通　信　費 80,000 66,053 13,947 
会　議　費 900,000 1,274,883 -374,883 
渉　外　費 320,000 337,304 -17,304 
印　刷　費 190,000 11,370 178,630 
事　務　費 750,000 915,498 -165,498 
雑　　　費 60,000 86,080 -26,080 
（小　計） 5,900,000 6,258,027 -358,027 

次期繰越金 2,356,540 2,356,540 0 

合　計  8,256,540  8,614,567  -358,027

科　目 金　額 科　目 金　額
現　　金 2,226,622 次期繰越金  2,356,540
普通預金 100,557 
郵便振替 1,615,673 
特別会計から一時流用 -1,586,312 
< 運営基金用 > 

定額貯金 5,220,176 運営基金   11,237,110
定期預金 4,425,029 
普通預金 5,593 

一般会計へ一時流用 1,586,312 

合　　計 13,593,650 合　　計  13,593,650

科　目 前期繰越 当　期 期末残高
運営基金 10,190,000 220,000 10,410,000 
同利息 2,505,098 22,012 2,527,110 

利息一般会計繰入 -1,700,000 0 -1,700,000 
合計 10,995,098 242,012 11,237,110 
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桑原恒雄　2013
小泉義博　　10
小島士郎　　12
小島吉男　　11
近藤郁雄　　13
近藤正輝　　13
清水安衛　　10
清水康弘　　13
白倉憲二　　12
鈴木芳枝　　15
関　行裕　　11
高木佳年　　15
滝澤紀夫　　10
滝澤文雄　　11
竹内　昭　　12
田沢雄二郎　12
田村義昭　　20
土屋信雄　　14
戸塚英雄　　10
中澤啓司　　13
西尾紀一郎　19
野田晃弘　　12
箱山　雍　　23
畑　　勲　　12
馬場健一　　13
保科政男　　11
堀　英毅　　12
堀内　修　　17
本田　健　　11
松木　功　　17
宮坂幸雄　　11
宮下廣勝　　15
望月英明　　11
山浦　武　　14
山崎紀典　　10
山嵜逸雄　　17
横沢武久　　14
渡辺孝幸　　14
渡辺浩通　　13
渡辺静雄　　12

関　　徹　2010
高橋福幸　　11
滝沢信夫　　14
滝澤一彦　　13
田中　剛　　10
手塚洋兵　　12
寺島知惠子　13
寺島紘士　　13
中島勇司　　12
中島秀忠　　12
中村　敏　　11
中村国武　　15
西澤益男　　14
波田野　浩　13
林　嘉市　　16
林　隆男　　10
藤巻郁雄　　10
星野和俊　　13
堀　芳恵　　10
堀内　昭　　14
本田祥治　　15
三井恵雄　　14
宮川克彦　　18
宮下秀久　　14
宮原清明　　13
宮本忠昭　　16
百瀬和紀　　18
森　邦夫　　13
矢嶋瑞夫　　15
山岸宜公　　10
山邉光一　　11
吉池千冬　　10
吉池正樹　　13
依田康徳　　15

馬場裕三　2010
樋口忠夫　　10
藤原秀臣　　14
本郷達郎　　13
町田克二　　12
松井亮一　　14
水出清仁　　14
宮島健治　　14
森　正夫　　10
柳沢建夫　　14
柳沢英之　　10
柳澤喜明　　16
山浦武彰　　10
山口元彦　　10
山嵜勝二　　11
山本政道　　14

松井石根　2012
松木　強　　14
松林純夫　　16
丸山久勝　　14
武藤義勝　　13
村田正男　　10
森田英明　　11
両角　聡　　11
矢島邦彦　　11
安間　襄　　15
柳沢　厚　　13
山岸憲雄　　12
山岸文明　　12
山崎裕二　　10
山本哲之　　16
渡辺俊彦　　12
渡辺達三　　11

62 期
青柳健次　2013
秋田　勇　　15
浅井保雄　　12
有賀幾夫　　11
岩井重一　　22
太田和治　　10
小川朝行　　13
片山登喜男　11
片山隆行　　13
川上千秋　　14
木内和宣　　14
北村克昭　　14
栗山正雄　　12
小泉邦夫　　10
甲田充彦　　10
児玉一江　　10
小林美智子　14
小林直樹　　10
小林圭一　　11
小山平六　　14
斎藤実敏　　14
坂口典和　　11
坂本喜拡　　14
佐藤澄江　　15
塩入功三　　11
清水輝夫　　11
正村真治　　12
白井宏和　　13
春原公人　　10
関　祥行　　16
高梨奉男　　13
高松郁夫　　13
滝澤　淳　　10
滝沢健三　　10
田口象二郎　11
田島善光　　16
土屋和猛　　12
永井正夫　　14
中澤裕治　　16
中村房子　　16
中村眞一　　14
中山君平　　11
羽田啓吾　　10
花岡孝雄　　13
牧野紀明　　13
松井由美　　16
松山　武　　12
真山隆夫　　13
宮坂信章　　14
宮崎信二　　19
村上国夫　　12
村川誠子　　19
室賀太郎　　13
諸岡健児　　12
柳沢昌俊　　10
柳澤敏雄　　14
依田欣五郎　12

上条和祥　2012
神林　森　　13
川村恭司　　10
北沢啓雄　　14
木村公平　　11
小林諒一　　14
小林悠一　　19
小林正則　　11
佐伯謹吾　　13
塩沢清文　　10
関田正幸　　11
高寺　学　　10
滝沢鐵夫　　15
武井長久　　15
竹内伍郎　　14
多田圭吾　　14
田中　稔　　12
田中　正　　10
田中将揮　　14
角田玲子　　16
中沢秀夫　　17
中嶋　誠　　10
中山和彦　　10
成澤三雄　　29
西沢文昭　　14
西村耕三　　11
濱谷幸夫　　10
林　壮治　　15
平林善夫　　14
深沢直行　　14
藤川　昇　　13
保坂証司　　13
保屋野美智子 12
松山　久　　11
水野　隆　　11
宮入従誠　　11
宮島正紀　　14
矢島正晴　　11
山浦成子　　11
山浦　衛　　13
山浦善樹　　11
山本寿美子　14
若林英也　　10
若林春樹　　11
渡辺節男　　10

竹内中和　2011
田中耕一　　15
塚田高明　　11
辻　佐知子　12
直井隆徳　　11
永井信介　　15
中沢勝義　　10
中西載慶　　13
成沢広行　　10
野村　一　　11
橋詰　修　　10
樋村明久　　10
平林正明　　10
藤巻禮子　　10
松高賢一　　13
宮坂信之　　11
宮坂眞実　　14
宮澤康元　　11
宮下明子　　11
宮原司郎　　10
村居次雄　　13
柳沢信義　　13
柳田　稔　　12
藪原和男　　10
山浦ひろみ　11
山本淳一　　11

寺沢靖雄　2010
仲澤　正　　14
中村宣夫　　11
中山正光　　11
成澤文和　　10
成澤方記　　10
西澤省悟　　13
西村賢治　　12
馬場和幸　　13
林　長人　　10
原田義則　　14
半田俊治　　10
深町美由　　12
保屋野良治　10
牧野　泉　　10
牧野泰晴　　10
丸山隆平　　10
丸山敏明　　10
丸山暢久　　11
緑川政志　　10
宮川恵三　　11
宮沢憲一　　10
宮原　豊　　18
村山幸男　　10
森　則雄　　11
柳沢光美　　11
柳沢賢次　　10
山浦陽士　　11
山浦敬夫　　12
山浦信幸　　10
山辺良樹　　11
横関洋一　　10

手塚　茂　2018
松本哲夫　　11
丸山博見　　17
水島良子　　11
村越　進　　11
山下一雄　　14
山本修士　　11
68 期
石垣洋子　　12
稲寺　隆　　11
井上明美　　23
碓田　茂　　16
太田康夫　　14
織田辰郎　　14
尾台孝男　　10
金子元昭　　12
工藤敏夫　　14
甲田　廣　　10
小林　誠　　12
小林照明　　14
小山　実　　10
斉藤晴男　　10
塩野入文雄　12
芝間伸剛　　18
田中秀喜　　11
土屋耕太郎　16
中川彰雄　　14
中島みどり　15
西沢　悟　　13
野口　徹　　10
松山研治　　15
丸山洋一　　12
丸山喜美夫　10
宮川俊晴　　12
宮坂邦夫　　11
宮崎直之　　11
宮沢和幸　　14
山岸　馨　　10
山本近雄　　11
横山佐苗　　10

60 期
池田　清　　11
伊藤正俊　　11
井上　茂　　11
今井勇雄　　11
岩下征二　　10
上原惇子　　11
大池高保　　10
大草　進　　13
大橋邦夫　　11
荻原武仁　　11
尾上朝子　　13
風間文彦　　11
上村正実　　10
北原英孝　　12
沓掛行徳　　15
久保柳哉　　14
黒澤博身　　14
甲田　奏　　11
小関夏子　　10
児玉八十三　16
小林秀芳　　12
小松有也　　13
小宮山　毅　10
小山比呂志　10
斉藤建次　　10
塩川英世　　11
清水敏弘　　14
清水幸雄　　12
下里　剛　　12
白井　透　　15
鈴木光人　　11
袖山　脩　　14
高沢博行　　10
鷹野芳機　　15
滝澤章次　　13
竹内善尉　　11
竹倉征祠　　15
武田直樹　　11
田中誠一　　12
田中良樹　　11
田中　節　　11
田中武夫　　10
田中一穂　　12
塚田　晃　　15
戸塚武雄　　12
長崎　誠　　11
中島　亨　　15
中島敏男　　14
西沢國隆　　14
沼形泰枝　　13
羽毛田　信　15
橋詰武敏　　14
久田英保　　10
平林　久　　14
福嶋　宣　　19
前田尚武　　12

61 期
新井袈裟光　13
有坂猛三　　13
飯野栖子　　11
池田　稔　　15
市川武伸　　13
井出孝光　　13
井上　剛　　12
内山澄孝　　11
大井　剛　　10
大草猛生　　12
大沢裕吉　　13
大澤義隆　　12
荻原隆治　　14
奥村喜美子　10
尾和正暉　　22
加賀美徳行　16
笠井徳爾　　14
岸井進二　　12
岸田　勇　　10
沓掛　忠　　13
久保田敬雄　12
栗谷川　洋　10
小林宣光　　14
小山忠顕　　14
小山　満　　11
坂井英樹　　11
清水忠勝　　10
関　勝男　　13
関　勝　　　12
高橋宗雄　　11
滝澤　進　　11
田沢　洋　　14
玉木純雄　　12
出本勝也　　10
成沢文計　　10
西澤正捷　　17
野口文武　　14
羽毛田仗一　17
林　勝秋　　10
半田利雄　　12
平林秀明　　10
星山輝男　　10
細萱英久　　13
堀内寿美　　24
松尾英昭　　10
三井文人　　13
宮坂　清　　12
宮沢達士　　10
宮島英紀　　30
麦島和子　　15
望月　信　　17
柳原　穣　　22
山浦直次郎　14
吉澤善男　　12
吉田光明　　10

65 期
赤尾晴夫　　11
池田恵一　　11
岩崎和雄　　12
岩崎ひとみ　12
上原　昇　　11
内堀　信　　13
宇野直幸　　11
岡田　修　　10
荻久保一男　14
折井正博　　14
柿崎良男　　13
金井　猛　　10
菊地暁子　　12
沓掛文夫　　14
栗林みよ子　12
小池通崇　　10
甲田幹夫　　12
小島幸一　　14
小林国雄　　11
小宮山善郎　10
小宮山　豊　10
小山雅堂　　13
小山佳朗　　14
桜田喜貢穂　14
笹沢政利　　10
佐藤徹郎　　14
真山　亨　　14
澤井繁男　　10
塩川明男　　10
柴田正文　　10
清水袈裟光　10
清水俊文　　14
神宮　進　　10
関　賢治　　10
関森寿一　　12
高見沢文雄　11
滝沢克俊　　12
瀧沢政視　　13
武澤美佐子　14
田尻英敏　　10
田中　昇　　11
田中由紀子　11
田村栄治　　13
田村一平　　13
塚田道明　　11
土屋富志夫　11

66 期
荒井秀人　　10
石井千里　　10
石井茂夫　　11
今井郷子　　11
大石雄司　　12
鬼久保潤一　11
北澤英男　　12
北島良男　　11
小林周一　　11
小山　茂　　14
笹澤和平　　14
清水通男　　20
滝沢一郎　　10
田口　博　　11
竹内豊和　　11
田中　茂　　11
田中冨昭　　10
田村和枝　　12
中村充夫　　10
緑川正次　　10
宮坂栄一　　11
茂木俊郎　　14
柳澤公雄　　13
山極正直　　10
山辺樹久生　12
山邉豊文　　13

59 期
荒井理夫　　11
有賀勝雄　　14
池内正直　　14
池田周次　　10
石﨑吉宏　　14
井出政義　　14
指宿淑子　　10
岩崎忠夫　　10
大日方勝利　22
尾崎晴夫　　14
柿崎靖夫　　12
掛川勝司　　10
加藤　高　　11
木下嶺夫　　12
工藤卓也　　10
小林賢一　　12
小林宏行　　11
小林芳友　　12
小林朋晃　　11
小林義典　　14
坂口茂夫　　10
櫻井資悦　　10
清水　和　　14
清水侯博　　11
関　和明　　14
関根克郎　　11
関本桂子　　10
高橋謙夫　　10
武重昭蔵　　11
田村　功　　10
千野裕明　　13
土屋勝典　　13
土屋晴彦　　10
常盤秀夫　　12
西沢正浩　　10
萩原清人　　11
長谷川久二　18
羽田幸善　　12

58 期
青木　淳　　14
赤池三男　　11
秋葉義廣　　14
井沢　敬　　19
伊東啓治　　13
伊東紀男　　12
伊藤文明　　14
大井秀三郎　13
大島仁士　　11
大日向寛畝　12
片岡春雄　　12
金井　久　　11
金子親碩　　13
鎌原昭治　　15
北野啓司　　14
北村尚巳　　10
久保田達夫　13
倉島今朝徳　21
小池　晃　　11
神津　進　　12
後藤史郎　　13
小林俊雄　　11
小林慶三　　11
小山　泰　　11
小山捷二　　12
桜井成樹　　12
佐藤鐵也　　10
品川勇一　　12
清水博一　　10
清水壽一　　11
城下　尚　　14
杉浦晧充　　10

69 期
池田有美子　11
石橋　務　　10
遠藤和美　　10
小川亮夫　　13
尾立孝司　　10
片井　修　　11
蟹江由美子　12
倉沢　裕　　10
小泉　薫　　10
清水龍夫　　12
下村文彦　　16
関　和義　　12
高橋　実　　11
高見沢一彦　10
土屋文男　　11
栃原重文　　12
藤谷芳子　　12
古畑克巳　　12
堀内俊夫　　10
山村由紀子　14
吉村邦彦　　13
渡辺康明　　10

64 期
浅井康彦　　16
荒井裕二　　13
有賀　猛　　11
石井則男　　11
一瀬清治　　11
一場美智子　13
奥村恭子　　12
小野沢常裕　13
小野博見　　10
片桐和夫　　14
金井栄治　　11
河上公洋　　14
北川原　智　11
北原巖男　　11
児玉正直　　10
小松正佳　　10
小宮山　孝　10
佐鳥利行　　10
塩川伸明　　18
島田彰男　　10
清水淳郎　　10
清水計枝　　12
清水安雄　　11
清水敬久　　11
春原和民　　11
関川　哲　　13
高梨芳男　　16

63 期
青木郁夫　　12
浅野幸司　　11
甘利憲一　　10
飯島俊文　　14
飯島正文　　13
飯塚一雄　　10
市村武次　　14
伊藤秀夫　　11
上原信亥　　10
内山宗芳　　11
大塚和弘　　10
荻原英夫　　10
小田中時幸　10
金沢嘉昌　　10

67 期
飯島康夫　　14
石田清典　　14
岩崎　章　　11
生島久資　　10
熊坂文成　　15
小林みゆき　13
小松康夫　　12
小山正樹　　10
坂口公一　　10
清水研一郎　11
田中啓子　　12
谷合裕子　　10
堤　　達　　10

70 期
安藤　哲　　13
伊藤彰紀　　11
大橋志津江　11
小池朋子　　11
渋沢　稔　　15
武井隆道　　10
田中正行　　14
中村建哉　　14
中村喜嗣郎　12

（左ページからの続き）
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年会費納入者一覧   （2011 年３月末現在）
▶年会費納入にご協力いただき、ありがとうございます。一覧は 2010 年度以降の年会費を納入した方（1,379 人）です。
▶名前の後の数字は、その年度まで納入したことを示しています。（例：12=2012 年度分まで納入済み）
▶会報に同封の年会費の直近納入日、納入期限をご参照ください。80 歳以上の方は年会費免除です。
▶過年度分未納の方は、さかのぼって納入する必要はありません。納めていただいた時点からカウントいたします。

お問い合わせ先：事務局（幹事長）栗山正雄まで　TEL/FAX 03-3811-2639

32 期
水野利男　2012

関本秀治　2011
田澤　徹　　11
田守正雄　　19
土屋　博　　20
豊城　乾　　10
中村義夫　　10
西澤祥平　　11
西村　勉　　12
花村義男　　18
深井明爾　　10
牧内　操　　14
丸山栄一　　20
三浦嘉治　　18
水野　純　　11
宮原信治　　10
山岸五郎　　10
山崎繁廣　　11

荻原　賢　2015
小澤泰衛　　15
小野　実　　12
久保利夫　　14
小林喜六　　14
小林斉之介　10
銭澤末治　　15
高野郁雄　　11
滝澤茂夫　　11
滝澤侑三　　10
田中達夫　　11
田村和男　　15
鶴見慎一郎　11
永井俊夫　　11
花岡　潔　　11
樋村晃一　　10
堀内寅次　　15
前田芳造　　10
牧内泰道　　18
町田健一　　10
松岡秀夫　　11
松本初男　　20
翠川　輝　　12
宮坂　博　　19
宮下利平　　10
柳沢敏郎　　13
山岸萬亀男　12
依田好雄　　10
渡辺侃治　　11

水野哲雄　2015
翠川　勲　　10
宮下厚樹　　10
宮原省三　　22
宮本嘉興　　13
甕　　滋　　11
柳沢洋一　　12
柳澤正人　　14
山崎和美　　11
山田秀昭　　11
山辺孔一　　14
山辺文雄　　11
吉村洋一　　19
渡辺一雄　　11
渡辺洋一　　22

八木浩輔　2013
柳澤　暁　　14
柳沢　純　　19
山田直衛　　14
横島義之　　13
吉沢深二　　13
六川二郎　　12
六川博輔　　16

大塚教夫　2011
大塚昌宏　　15
尾崎俊朗　　12
加々井悦朗　17
掛川多美雄　12
掛川弥永　　11
掛川一彦　　10
懸川文夫　　12
掛川康夫　　11
柏村孝行　　21
川村作子　　14
小泉　孟　　10
小泉勝夫　　14
小出　武　　12
小林忠夫　　11
小林乾泰　　11
小山　哲　　10
坂口茂廣　　14
桜井功輝　　10
佐藤明朗　　11
塩野入　剛　13
杉浦醇一　　14
須田武久　　10
芹沢袈裟三　12
高木快雄　　16
武井　淳　　10
塚田　靖　　16
土屋　隆　　10
寺田明彦　　14
寺西　孝　　14
中島　均　　11
服部聦一郎　38
馬場正彦　　10
半田義昭　　11
半田喜章　　12
藤井眞澄　　11
藤森善也　　10
山邉一磨　　14
堀内幹本　　10
堀内　福　　10
堀内忠久　　20
堀内正智　　10
増田隅雄　　12
村山憲太　　12
柳澤浩二　　11
山崎達夫　　12
山本一夫　　10
山本農夫彦　12
横田武夫　　13
若林清和　　12
渡辺百枝　　11

河西秀夫　2014
北原禎夫　　10
久昌貴代江　10
沓掛文哉　　10
倉島　彰　　11
黒岩千鶴子　13
黒川次郎　　13
呉　公一郎　12
神津勝重　　13
小菅健司　　11
後藤人三　　12
小林勝利　　23
小林干城　　10
斉藤智巳　　10
櫻井　敬　　12
滋野三樹　　14
篠原亢司　　13
関　正勝　　14
滝沢義信　　12
滝沢英統　　10
滝沢　正　　14
滝澤睦夫　　12
竹内　節　　15
竹重節雄　　13
田中嘉親　　30
田村　朗　　15
千村一平　　11
土屋勝俊　　11
土屋晃一　　10
土屋重基　　13
寺島重暉　　15
中島隆之　　12
中村一彦　　12
中村忠勝　　13
成田崇宏　　12
橋田ちせ　　14
橋詰守人　　10
花房伸吉　　12
馬場武彦　　12
馬場雄二　　11
深井克彦　　11
福田斎一　　12
藤村延魚　　11
堀内木意　　12
前田喜美子　15
松井平三　　23
丸山俊二　　14
宮入裕夫　　16
宮崎親作　　12
宮沢壮介　　12
宮島　博　　10
宮本昌典　　11
望月源治　　11
柳沢伸勇　　12
柳澤　明　　10
柳澤嘉計　　14
山浦輝信　　14
山崎茂幸　　14
山田信明　　13
山本大吉郎　13
山本正秀　　10

55 期
青木幹男　2011
秋葉光廣　　14
秋山弘志　　11
荒井恒雄　　14
飯島慶三郎　14
伊藤典久　　10
井上　馨　　10
上原　尚　　10
荻原光夫　　14
筧　正博　　12
片岡恒夫　　11
木村和幸　　16
草間　孝　　10
沓掛勝利　　15
沓掛正幸　　13
倉見英一　　13
黒岩　了　　12
小宮山忠彦　14
坂口宏明　　11
坂口守夫　　15
清水　勇　　19
清水好昭　　13
杉原積雄　　12
関　五郎　　12
滝沢克彦　　12
滝沢　傳　　13
滝沢哲三　　12
田玉尚武　　11
塚田征司　　14
塚田忠夫　　12
土屋　務　　11
土屋英明　　10
鶴見貞夫　　12
遠山武彦　　10
臣川晃夫　　15
長峯道明　　14
橋詰孝子　　13
波田野　彰　13
平野　誠　　10
間島　巌　　13
松尾　裕　　14
宮入健二郎　11
宮島光男　　17
毛利義範　　11
柳沢郁政　　13
和田　守　　21

神津　進　2016
甲田洋二　　13
小平節夫　　19
小林英郷　　11
小山荘司　　10
近藤　勲　　10
近藤征司　　10
坂田治三郎　11
笹澤政道　　19
佐藤英和　　11
佐野勝雄　　10
柴田義人　　12
関　勝久　　12
瀬下正利　　13
鷹野致和　　11
滝沢　健　　12
竹内　仁　　11
立岩　環　　11
田辺順一　　15
田村　功　　11
鳥居次生　　12
長崎哲夫　　14
中村　勉　　15
中山英之　　10
成田邦夫　　13
新沼惇雄　　12
西沢興宣　　12
西島幹夫　　15
羽島昭一　　11
濵村邦夫　　12
平尾充雄　　11
平野武明　　12
藤沢行雄　　12
松瀬勝雄　　10
宮坂　卓　　11
宮島正和　　10
村井　弘　　10
村山　剛　　13
柳沢省三　　14
柳沢安信　　11
山極卓也　　10
横沢敏雄　　12
横島庄治　　10
依田幸雄　　11
若林克寿　　10

35 期
石井　暢　　15
滝澤　正　　16
36 期
小川太郎　　11
37 期
清水志郎　　15 52 期

青木　功　　31
赤池孝之　　11
飯島孝一　　13
飯塚和男　　16
池田松子　　14
生駒利行　　13
石合正和　　12
稲垣正武　　11
上原佳和　　10
荻原静寿　　14
掛川十次郎　11
掛川正司　　16
川村　努　　10
古平伸吾　　14
小林俊憲　　13
小林盛男　　10
小林武彦　　13
小林孝典　　24
佐藤健一　　10
柴田正人　　13
新保知右喜　13
須藤尚彦　　15
瀬川直佑　　10
関　正利　　12
高松健治　　12
滝澤　格　　11
田口修三郎　11
武半正一　　10
土屋義子　　11
中村茂之　　11
橋爪今朝男　13
藤井清彦　　11
藤村　伸　　13
古川　一　　26
松崎義一　　13
松沢秀雄　　13
水出康雄　　11
森　浩一　　11
柳沢　忠　　15
山口直枝　　13

39 期
菊地　博　　16
40 期
児玉安彦　　10
森山博司　　13
41 期
清水栄一　　10
古松　彰　　10
宮下俊夫　　14

51 期
青島昭久　　12
浅野井　哲　12
荒井一男　　12
有賀秀雄　　12
飯塚　壽　　12
池田義雄　　18
井出英三郎　11
上原隆雄　　15
上原　昂　　11
臼田　稔　　10
内久根孝一　11
太田幸男　　14
小胎治雄　　10
掛川國雄　　12
鎌野秀嗣　　11
蒲生卓磨　　11
倉沢直哉　　14
黒川嘉郎　　14
小林貫一　　12
清水　順　　12
清水英明　　14
滝澤英彦　　20
武井　厚　　10
竹内英晃　　13
龍野勇介　　10
徳永慈宏　　11
中澤良行　　12
中島通明　　12
中島　宏　　20
中曾根　聡　13
中山隆雄　　13
成澤誠司　　21
長谷川孝一　13
早川正範　　13
保坂利勝　　10
堀内弘栄　　13
堀内照雄　　17
丸山瑛一　　12
丸山　弘　　11
宮川　司　　14
宮澤正躬　　11
宮本忠一　　11
村田　寛　　14
母袋博一　　12
両角克己　　11

48 期
相田俊一　　12
今井正明　　10
入山一徳　　10
浦田光雄　　11
大平　暁　　12
柿崎眞吾　　13
掛川周男　　14
金岡信夫　　10
熊川次男　　10
小林富士雄　15
小林芳彦　　13
小松昭威　　11
坂梨　港　　14
佐藤　尚　　10
篠原泰司　　10
清水雄司　　11
城下栄三郎　11
春原　寛　　16
高柳英治　　11
高柳直樹　　11
竹内一夫　　10
田原　敬　　11
土屋　亮　　11
土屋侃司　　12
中澤利雄　　10
中村哲治　　11
平林直之　　10
堀内道夫　　12
堀内　惇　　11
峯村千徳　　11
宮澤英人　　10
山極喜郎　　14
山崎延秋　　10
吉村　功　　10

42 期
岩下　實　　15
栗田裕夫　　13
高橋祗市　　14
43 期
手塚慶次郎　14
保刈大治　　11
横澤昭安　　10
44-5 期
北澤　守　　11
久保田昭寿　12
甲田悌三　　13
児玉喜年　　11
小林義徳　　11

50 期
甘利信明　　10
五十嵐明迪　11
石井一郎　　14
石井敬二　　11
井出藤壽　　13
上原健一　　10
尾台　久　　16
金井忠雄　　27
金井昭夫　　11
鹿野耕次　　10
工藤俊夫　　12
久保長行　　12
久保田　滋　14
神津安夫　　11
輿水朝治　　10
児玉忠雄　　12
小林幸夫　　10
小山邦介　　11
小山洋之介　32
春原賢一　　10
袖山睦啓　　10
滝沢主計　　10
竹内啓爾　　26
武重秀雄　　12
塚田　満　　17
新堀英行　　11
西野　明　　14
沼田　淳　　14
馬場進吉　　18
堀内健二　　15
間庭秀人　　11

44-4 期
小林一雄　　10
竹内秀彦　　23
中村　強　　10
45 期
掛川暉夫　　10
森　　茂　　16
46 期
有賀　治　　14
神林常視　　11
工藤忠房　　11
久保宗一　　10
佐藤　信　　10
清水巻郎　　10
長谷川　潔　11
水澤　博　　11
宮沢　寿　　12

57 期
青木周二　　11
有井　毅　　15
池田教範　　17
池田盛司　　17
池田真司　　10
宇賀神一雄　11
臼田茂二　　11
榎本金二　　15
大谷光弘　　13
岡川章夫　　11
皆瀬　淳　　10
加賀美欣二郎 12
金澤昭義　　11
神林英男　　13
倉島俊二　　13

56 期
赤尾信吉　　14
飯高盛龍　　13
上原清治　　14
内海章緒　　21
大久保治夫　10
大塚明彦　　12
大日方　昂　10
岡田建治　　12
河西邦彦　　12
笠原征夫　　13
風間英信　　13
柏木　進　　10
勝野裕夫　　14

47 期
飯田久夫　　10
井出周利　　12
上原　亨　　11
片山治夫　　14
加藤文郎　　10
金子　宏　　10
柄沢和彦　　11
小山邦朋　　10
笹井　博　　20
佐藤　喬　　37
佐藤一郎　　14

53 期
饗場邦光　　10
阿久津義雄　12
浅野井　恭　15
飯島秀也　　11
飯島房子　　11
井澤　保　　10
井上真人　　11
岩崎　渉　　11
岩田　久　　11
大久保正寿　12
大久保慶次郎 10

54 期
天野清司　　12
有賀俊雄　　11
石原澄江　　11
市河富弘　　15
井上順允　　10
大矢憲明　　14
小川　廣　　10
荻原統夫　　13
大日方　真　10

49 期
青木喜久彌　12
芦田　純　　12
飯島弘行　　12
石塚民雄　　12
上原啓郷　　11
榎本秀雄　　20
大石和夫　　10
岡田暉夫　　11
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花岡千賀子 2010
平賀淳子　　16
丸山清光　　11
丸山幸夫　　14
緑川正博　　13
虫明陽子　　12
山本文和　　10

岩崎裕治　2010
榎本美智子　10
奥山利幸　　11
川崎とみ子　13
氣田夏子　　12
小宮山修邦　10
小山曻治　　10
関　博明　　10
関　雄二　　10
竹内功一　　10
田中　誠　　13
田村順一　　10
塚原三喜夫　12
寺嶋正明　　14
長坂武見　　12
福田礼子　　10
船渡和男　　15
無相大拙　　10
依田昌樹　　11
渡邉温子　　10

橋爪尚子　2011
藤木和彦　　15
藤澤市郎　　13
柳沢信雄　　14

清水順三　2013
滝村　浩　　10
土屋久幸　　11
広田徳明　　13
福井正彦　　17
堀籠秀直　　15

松尾　弘　2010
松木富士子　11
宮原博之　　10

84 期
児玉直美　2010
佐藤美奈子　10
城下理恵　　10
茶碗谷　剛　10
本田潤一　　10
宮澤泰正　　10
宮島康暢　　10
吉池　仁　　14

96 期
関　隆臣　2010
渡辺章子　　10

久保田智史 2011
永井加奈子　10
山嵜双葉　　10
依田慶子　　11

高柳賢治　2011
古澤　挙　　10
丸山卓朗　　10
丸山達朗　　10
水野高夫　　12

80 期
會田信子　　31
石黒久仁子　10
北川雅永　　10
小山修一　　10
高森康利　　10
松尾淳子　　10
柳沢孝之　　10

97 期
津島葉子　　10
露久保智美　12
依田恵美子　11

74 期
猪田真紀子　10
遠藤誠子　　10
荻原久俊　　14
草野義嗣　　10
小宮山伸之　13
坂口洋三　　14
西澤重雄　　10
林　幸平　　11
宮下研也　　11

103 期
石川琢也　　10
井出洋文　　14
大谷真宙　　10
北沢宏太　　10
小岩井聡美　11
小林隆人　　10
田中　聡　　10
中澤　悠　　10
中村大輔　　10
西澤優子　　10
水沢聡志　　10
山越聖子　　10
依田秀男　　10

105 期
小林まゆ子　1077 期

佐藤之俊　　11
高山邦明　　10

71 期
青松英男　　13
赤木千江子　13
飯島　昭　　10
岩下秀市　　12
内田みつ子　10
久保田則夫　14
小林孝弘　　14
近藤　徹　　11
杉崎経雄　　19
高木　繁　　12
中沢茂明　　10
中沢庄平　　14
中谷夕紀子　11
望月亮子　　13
柳沢幸夫　　11
若林典雄　　10
和久津智恵子 10

98 期
北　周士　　10
松林道雄　　11
吉池竜介　　10

106 期
池内修子　　10
堀　淳志　　1178 期

井上　浩　　10
鵜殿理枝　　12
小相沢直美　13
田村理恵　　10
根本昭子　　10
諸山　司　　10
吉岡雅子　　10
吉田和子　　14
渡邊　博　　15

85 期
小須田武志　13
近藤弘司　　11
桜井紀彦　　10
村上和香子　10

107 期
甲田英里子　1081 期

今田明日香　11
小池　徹　　10
田中広栄　　10
服部みどり　10

99 期
小泉奈保子　10
鈴木有子　　10
戸田奈緒美　10
中曽根栄子　10
矢島好太郎　10
山口裕子　　10

108 期
阿部光月　　10
大澤慎太郎　10
金井雄飛　　10
小林壮大　　10
櫻井義彦　　10
宮本　司　　10
横澤希美　　10

75 期
草野多加子　10
小林正宏　　11
竹内幸隆　　14
羽田　平　　14
丸山　誓　　10
宮島省吾　　13
山田美紀　　14
和氣寿子　　11
渡辺聡明　　22

87 期
北村玲子　　13
永井　博　　1082 期

島川　隆　　10
田玉智明　　13
中村　薫　　11
長谷川　浩　12
長谷川達哉　10
堀田きよみ　10

89 期
小林幸治　　14
野澤郁子　　12

100 期
小池伸太郎　10
滝澤成晃　　13
滝澤　章　　10
田中悠樹　　11
中川央充　　10
吉池継介　　10

104 期
岩田菜里子　11
内山友里恵　10
小林　茂　　10
小山　諒　　10
坂口直兄　　11
佐藤翔太　　10
清水文隆　　11
白石桃子　　10
曽根崇智　　11

79 期
阿部真由美　10
今井　明　　12
荻原　貴　　11
小宮山恭子　10
坂田尚美　　10
清水雄至　　10
竹鼻ゆかり　10
中村通孝　　10

73 期
梅原裕子　　10
尾台通久　　15
河野嘉子　　12
須貝　博　　10
滝沢次郎　　10
土屋秀俊　　10
橋爪宏達　　11

91 期
滝沢綾子　　14

計　1,379 人

92 期
植松真弓　　1183 期

榎本かおる　10
竹内延彦　　11

76 期
臼田　滋　　10
小林忠利　　10
佐藤美恵子　14

95 期
青木一也　　10
玉田優子　　10
橋本清香　　11

72 期
青沼　泉　　10
今井一郎　　14

102 期
石塚三夏　　10
沓掛大樹　　10

期 氏　名 金　額 期 氏　名 金　額 期 氏　名 金　額
37 小山敏雄 2,000 58 寺島知恵子 20,000 65 土屋富志夫 6,000
42 佐藤成男 4,000 58 星野和俊 4,000 66 小林周一 2,000
43 保刈大治 6,000 59 高橋謙夫 3,000 67 飯島康夫 1,000
47 上野平八郎 1,000 59 柳沢建夫 5,000 69 小川亮夫 3,000
47 三浦嘉治 5,000 60 大池高保 1,000 71 久保田則夫 4,000
47 山岸五郎 2,000 60 大橋邦夫 3,000 71 中沢庄平 5,000
48 中澤利雄 1,000 60 白井　透 1,000 71 和久津智恵子 3,000
49 堀内寅次 6,000 60 日置勇二 50,000 84 佐藤美奈子 10,000
50 宮原　巍 10,000 62 甲田充彦 2,000 98 吉池竜介 3,000
50 渡辺洋一 20,000 62 田島善光 2,000 100 吉池継介 3,000
51 両角克己 1,000 63 佐伯謹吾 5,000 108 金井雄飛 1,000
55 木村和幸 5,000 63 田中将揮 5,000 役員有志 5,700
56 笹澤政道 2,000 64 関川　哲 3,000 61 期７組有志 9,000
57 高木佳年 5,000 64 山浦ひろみ 1,000 計 230,700

期 氏　名 金　額
35 城田　賢 10,000
47 牧内　操 10,000
50 宮原　康 10,000
50 渡辺洋一 20,000
60 羽毛田　信 10,000
62 川上千秋 10,000
63 田中将揮 10,000
64 平林正明 10,000
68 織田辰郎 10,000
72 渡邉温子 10,000
81 原　昌光 10,000
98 吉池竜介 10,000

100 吉池継介 10,000
計 13 人 140,000

（P18 からの続き）

寄付者 / 寄付グループ 運営基金拠出者 （2010 年９月 30 日〜 2011 年３月 31 日）

　松尾倶楽部の第 141 例会が４月 27

日、千代田区神田駿河台の総評会館で開

かれ、65 人が参加した。

　この日の講師は政治ジャーナリスト

の後藤謙次氏。共同通信の政治部長、編

集局長、ＴＢＳのキャスターなどを務め

た同氏は「東日本大震災と政治」と題し

て講演し、震災後の菅政権の対応につい

て、オフレコの裏話を含めて分かりやす

く解説した。

　後藤氏は、阪神大震災の教訓にもか

かわらず、初動が遅れたうえ、官邸内

に組織をつくりすぎたため、指揮命令

系統に混乱を招いていると批判。「被災

者の不安に対し、政権中枢から明日に

向けた力強いメッセージがないのも残

念だ」と語った。

　ただ「菅降ろし」については、有力

な後継者が見当たらず、現時点ではほ

とんど可能性がないとの見方を示した。

震災後の菅政権の対応を批判
後藤謙次氏 が松尾倶楽部で講演
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31
期　

澤
田
光
雄

　

１
０
０
歳
近
い
で
す
が
元
気
で
す
。

あ
の
世
行
き
も
そ
う
遠
く
な
い
の
で
、

身
辺
の
整
理
を
し
て
い
ま
す
が
、
な
か

な
か
は
か
ど
り
ま
せ
ん
。

35
期　

中
山
順
蔵

　

高
齢
で
体
調
不
良
の
た
め
欠
席
で

す
。
会
報
は
拝
見
し
た
い
で
す
。

36
期　

小
川
太
郎

　

寄
る
年
波
に
は
勝
て
ず
、
あ
ち
こ
ち

痛
ん
で
き
ま
し
た
が
、
毎
月
25
日
の
上

田
３
６
会
に
は
出
て
い
ま
す
。

37
期　

清
水
志
郎

　

小
平
市
の
「
け
や
き
句
会
」
の
会
長

を
し
て
い
ま
す
。

40
期　

吉
田
節
生

　

転
落
事
故
で
危
う
く
一
命
を
と
り
と

め
ま
し
た
も
の
の
、
ま
だ
リ
ハ
ビ
リ
が

残
っ
て
い
ま
す
。

40
期　

渡
辺
久
雄

　

母
が
昨
年
上
田
で
永
眠
し
ま
し
た
。

上
田
と
は
足
が
遠
く
な
り
ま
し
た
。

41
期　

宮
下
俊
夫

　

諸
先
輩
に
お
会
い
す
る
機
会
が
な
く

な
り
、
寂
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
忘

年
会
に
は
41
期
の
友
だ
ち
13
人
の
会
合

が
あ
り
ま
し
た
。
あ
と
４
年
ほ
ど
で
み

ん
な
卒
寿
と
な
り
ま
す
が
、
な
ん
と
か

頑
張
っ
て
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

42
期　

栗
田
裕
夫

　

今
年
85
歳
に
な
り
ま
す
。
第
２
次
大

戦
を
経
験
し
、
戦
後
の
復
興
も
見
て
ま

い
り
ま
し
た
。
そ
ろ
そ
ろ
人
生
も
終
わ

り
に
し
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
脱
会

い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

43
期　

梅
田　

實

　

独
り
暮
ら
し
10
年
、
会
報
で
力
を
与

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
43
期
Ａ
組
は
毎
年

秋
、
別
所
温
泉
「
つ
る
や
」
で
同
級
会

を
し
て
い
ま
す
。
会
報
で
皆
さ
ま
の
活

躍
ぶ
り
を
拝
見
し
、力
強
い
限
り
で
す
。

80
歳
以
上
は
年
会
費
免
除
と
あ
り
ま
す

が
、
振
込
用
紙
が
来
る
の
は
な
ぜ
？

43
期　

土
屋　

啓　

　

84
歳
に
な
り
ま
し
た
が
、
週
３
回
リ

ハ
ビ
リ
に
通
い
、
無
事
暮
ら
し
て
い
ま

す
。趣
味
は
72
歳
か
ら
始
め
た
俳
句
で
、

結
社
「
馬
酔
木
」
で
同
人
を
務
め
て
い

ま
す
。

44
・
５　

北
澤　

守

　

80
代
も
半
ば
に
近
い
高
齢
者
で
す

が
、
堀
内
康
男
氏
の
記
事
に
大
い
に
励

ま
さ
れ
ま
し
た
。
母
校
を
同
じ
く
す
る

こ
と
に
誇
り
を
覚
え
ま
す
。

47
期　

山
崎
繁
廣

　

私
た
ち
47
期
生
は
、
本
年
80
歳
の
高

齢
に
な
り
ま
し
た
。
懐
し
い
母
校
の
同

窓
会
の
発
展
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。

47
期　

上
野
平
八
郎

　

と
う
と
う
傘
寿
を
迎
え
ま
す
。
息
子

夫
婦
と
孫
ど
も
に
囲
ま
れ
、
幸
せ
に
暮

し
て
い
ま
す
。

48
期　

中
澤
利
雄

　

当
日
は
残
念
な
が
ら
自
治
会
役
員

会
、
老
人
会
と
も
重
な
り
欠
席
い
た
し

ま
す
。
卒
業
以
来
60
年
と
な
り
、
時
々

48
期
有
志
で
元
気
に
楽
し
く
会
合
を
し

て
お
り
ま
す
。
日
本
の
現
状
は
種
々
問

題
の
山
ま
た
山
で
、
明
日
に
希
望
、
夢

を
求
め
て
（
？
）

48
期　

堀
内　

惇

　

会
報
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
記
録
と

し
て
残
る
も
の
で
す
か
ら
、
自
然
に
関

東
同
窓
会
の
歴
史
を
語
る
も
の
と
な
り

ま
し
ょ
う
。
事
務
局
関
係
者
に
深
く
感

謝
い
た
し
ま
す
。

48
期　

吉
村　

功

　

48
期
の
仲
間
も
傘
寿
を
迎
え
る
わ
け

で
す
が
、
正
に
高
齢
化
社
会
で
す
。

49
期　

岡
田
暉
夫

　

春
日
部
市
よ
り
、
09
年
12
月
に
小
平

市
に
転
居
い
た
し
ま
し
た
。

49
期　

松
岡
秀
夫

　

12
月
19
日
に
50
数
年
ぶ
り
に
下
呂
温

泉
へ
行
っ
て
来
ま
し
た
。
前
回
は
乗
鞍

岳
か
ら
ス
キ
ー
で
平
湯
峠
経
由
で
下
山
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し
、
高
山
へ
出
て
下
呂
温
泉
に
泊
ま
り

ま
し
た
。
宿
や
景
観
は
変
わ
っ
た
が
温

泉
は
昔
の
ま
ま
で
、
よ
く
温
ま
り
ま
し

た
。
山
で
は
花
を
愛
で
、
里
で
は
温
泉

を
楽
し
む
歳
に
な
り
ま
し
た
。

50
期　

上
原
健
一

　

仕
事
を
続
け
て
い
ま
す
。
少
し
ヒ
マ

が
で
き
ま
し
た
。

50
期　

宮
原　

巍

　

た
ま
た
ま
今
、
日
本
で
す
が
、
あ
ま

り
日
本
に
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
名
前
を
名
簿
か
ら
削
除
し
て
い
た

だ
く
か
、
通
信
停
止
に
し
て
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
今
ま
で
の
不
義

理
の
お
わ
び
に
１
万
円
振
り
込
ん
で
お

き
ま
し
た
の
で
、
経
費
の
足
し
に
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

50
期　

山
田
秀
昭

　

残
り
数
年
の
命
と
医
者
に
言
わ
れ
て

ま
す
が
、
格
好
だ
け
つ
け
て
ま
す
。

51
期　

飯
塚　

壽

　

生
死
の
大
病
で
リ
ハ
ビ
リ
の
最
中
で

す
。

51
期　

上
原
隆
雄

　

鬼
丸
さ
ん
の
ご
活
躍
を
応
援
し
ま

す
。

51
期　

八
木
浩
輔

　

本
年
77
歳
を
迎
え
ま
す
が
、
浦
和
大

学
学
長
の
仕
事
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

若
い
学
生
た
ち
と
接
す
る
の
は
楽
し
い

こ
と
で
す
。
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52
期　

橋
爪
今
朝
男

　

生
涯
現
役
を
モ
ッ
ト
ー
に
さ
さ
や
か
な
社
会
貢

献
と
余
生
を
楽
し
む
趣
味
に
努
め
て
お
り
、
元
気

で
や
っ
て
い
ま
す
。

52
期　

掛
川
十
次
郎

　

会
報
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
駅
ま
で
３
分

だ
っ
た
の
に
８
分
に
な
り
、
女
学
生
に
席
を
譲
っ

て
も
ら
い
、
腰
が
曲
が
り
、
順
調
に
後
期
高
齢
者

の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

53
期　

懸
川
文
夫

　

健
康
第
一
の
日
々
で
、
元
気
に
し
て
い
ま
す
。

53
期　

小
林
乾
泰

　

今
年
中
の
諸
事
取
り
し
き
り
、
ご
苦
労
さ
ま
で

し
た
。
今
後
、
出
席
の
機
会
が
増
え
る
よ
う
努
力

し
ま
す
。

53
期　

須
田
武
久

　

会
報
の
新
年
会
の
ご
案
内
、
教
育
会
館
の
「
電

話
番
号
」
が
落
ち
て
い
ま
す
。
必
要
で
す
。
入
れ

ま
し
ょ
う
。

53
期　

塚
田　

靖

　

当
日
、
演
奏
会
の
予
定
が
あ
り
、
残
念
で
す
が

出
席
で
き
ま
せ
ん
。
私
の
出
演
す
る
「
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
90
」
の
演
奏
会
は
今
回
で
23
回
目
で
す
。

54
期　

石
井
光
春

　

元
気
で
や
っ
て
い
ま
す
。

54
期　

大
日
方　

真

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
か
か
わ
っ
て
50
年
に
な
り
ま

し
た
。
ま
だ
現
場
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
で
い
ま
す
。

54
期　

櫻
井　

敬

　

年
齢
並
み
に
相
応
し
て
元
気
に
や
っ
て
い
ま
す
。

54
期　

滋
野
三
樹　

　

出
し
そ
び
れ
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
参
加
で

き
ま
す
か
。
期
日
を
守
れ
な
い
の
は
老
い
た
る
証

拠
。
自
戒
々
々
。

54
期　

藤
村
延
魚

　

息
子
の
有
村
昆
（
ア
リ
コ
ン
）
＝
ホ
リ
プ
ロ
タ

レ
ン
ト
＝
が
テ
レ
ビ
に
出
は
じ
め
、
親
も
忙
し
く

な
り
ま
し
た
。
サ
ポ
ー
ト
が
大
変
で
す
。
映
画
コ

メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
い
う
肩
書
き
で
出
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
ご
声
援
を
く
だ
さ
い
ま
せ
。

54
期　

山
本
大
吉
郎

　

近
年
、
体
調
を
崩
し
て
い
ま
す
。

55
期　

黒
岩　

了

　

失
い
し
右
手(

ゆ
ん
で)

と
語
る
師
走
か
な　

　

脳
卒
中
の
身
、
乱
筆
に
て

56
期　

笹
沢
政
道

　

急
性
骨
髄
性
白
血
病
も
完
治
、
通
常
の
生
活
に

戻
っ
て
い
ま
す
。

56
期　

成
田
邦
夫

　

土
屋
学
さ
ん
（
31
期
）
が
昨
年
暮
れ
、
98
歳
の

生
涯
を
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。
同
氏
に
は
物
心
両
面

で
関
東
同
窓
会
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、
私
の
幹

事
長
時
、
各
会
合
に
は
い
つ
も
一
番
先
に
お
出
で

い
た
だ
き
、
大
先
輩
の
ご
矜
持
を
強
く
感
じ
た
も

の
で
し
た
。

56
期　

濱
村
邦
夫

　

会
報
81
号
に
拙
文
「
芳
泉
寺
」
を
載
せ
て
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
定
め
ら
れ

た
枠
に
き
っ
ち
り
収
ま
っ
て
お
り
、
編
集
に
ご
苦

労
を
か
け
た
も
の
と
推
測
し
ま
す
。
訃
報
の
欄
の

上
に
き
た
の
も
何
や
ら
因
縁
め
い
て
い
ま
す
が
、

同
期
の
山
浦
敏
照
君
以
上
は
と
も
か
く
、
私
よ
り

若
い
方
々
が
早
逝
さ
れ
て
い
る
の
は
残
念
な
こ
と

で
す
。

　

政
治
的
に
は
混
迷
、
経
済
的
に
は
低
迷
、
社
会

的
に
は
思
わ
ぬ
凶
悪
事
件
の
発
生
で
い
い
こ
と
ば

26 期　 横山　嵩　2007 年 10 月 7 日

30 期　 朝倉保平　2010 年 10 月 10 日

31 期　 土屋　学　2010 年 12 月 17 日

37 期　 古畑徳宝　2008 年 11 月 12 日

39 期　 出浦新一 2008 年

41 期　 桜井　隆　2010 年 7 月 17 日

41 期　 保刈徳彦

44-5 期  宮原茂樹　2008 年 9 月 30 日

44-4 期  荻原　隆　2010 年 6 月 

48 期　  山本輝彦　2010 年 10 月 7 日

49 期　  金子昌英　2010 年 9 月 15 日

49 期　  田中信二　2010 年 11 月 16 日

49 期　  山崎睦夫　2010 年 10 月 

51 期　  宮川　格　2009 年 4 月 12 日

訃 報 心よりお悔やみ申し上げます。

　

土
屋
学
さ
ん
（
31
期
）

が
昨
年
暮
、
98
歳
の
生
涯

を
閉
じ
ら
れ
た
。
同
氏
に

は
関
東
同
窓
会
、
松
尾
倶

楽
部
と
も
ど
も
物
心
両
面

で
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
以
前
か
ら
、
関
東
同
窓
会
を

関
東
支
部
の
名
前
に
戻
し
て
欲
し
い
と
強
く
望
ま
れ
て
い

た
。
母
校
愛
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。

　

氏
は
１
９
１
２
年
（
明
治
45
年
）
生
ま
れ
。
古
武
士
的

雰
囲
気
を
持
つ
半
面
、
人
懐
か
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
微
笑

が
印
象
的
だ
っ
た
。
幼
少
時
代
（
６
︱
11
歳
）
に
家
庭
の

事
情
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
を
経
験
し
、
帰
国
後
、
上
田
中

学
に
入
学
。
勉
学
の
傍
ら
剣
道
に
打
ち
込
み
、
１
９
４
３

年
（
昭
和
18
年
）
に
は
実
業
団
大
会
で
先
鋒
と
し
て
関
東

配
電
（
東
京
電
力
）
を
破
り
全
国
優
勝
し
た
。

　

生
涯
前
半
は
家
計
を
支
え
る
大
黒
柱
と
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
辛
酸
を
な
め
ら
れ
た
が
、会
社
経
営
者
と
し
て
成
功
。

ま
さ
に
波
乱
万
丈
の
生
涯
を
送
ら
れ
た
。
後
年
は
ゴ
ル
フ

に
熱
中
、
小
松
原
プ
ロ
と
テ
レ
ビ
出
演
す
る
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
逸
話
に
事
欠
か
な
か
っ
た
。
こ
の
辺
り
は
、
松
尾

倶
楽
部
35
周
年
記
念
誌
「
生
き
る
」
に
詳
し
い
。

　

私
た
ち
幹
事
長
に
と
っ
て
、
同
窓
会
運
営
上
で
大
変
頼

り
が
い
の
あ
る
大
先
輩
で
も
あ
っ
た
。
心
か
ら
ご
冥
福
を

祈
り
た
い
。

　
　
　

歴
代
幹
事
長

　
　
　
　
　
　

荻
原　

賢
（
49
期
）、
堀
内
忠
久
（
53
期
）

　
　
　
　
　
　

馬
場
武
彦
（
54
期
）、
宮
島
光
男
（
55
期
）

　
　
　
　
　
　

成
田
邦
夫
（
56
期
）、
笠
井
徳
爾
（
61
期
）

土
屋
学
さ
ん
逝
く

当
会
最
長
老
（
顧
問
）

52 期　 田中芳夫　2010 年 12 月 

53 期　 大野正吉　2010 年 12 月 28 日

54 期　 掛川　久　2010 年 12 月 26 日

56 期　 長坂光登　2010 年 12 月 16 日

58 期　 金井柾憙　2010 年 6 月

59 期　 水野敏男　2007 年 4 月 5 日

62 期　 倉島真彦　2008 年



うえだ　82 号 P23

編 集 後 記
人
災
。「
安
全
神
話
」
に
基
づ
き
原
発
開

発
を
推
進
し
て
き
た
電
力
会
社
、
原
子

力
安
全
・
保
安
院
の
罪
は
重
い
。
▼
日

本
で
事
故
が
起
き
る
な
ら
、
中
部
電
力

浜
岡
原
発
が
最
初
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い

た
。
東
海
地
震
の
震
源
域
の
ほ
ぼ
真
ん

中
に
あ
り
「
日
本
で
一
番
危
な
い
原
発
」

と
言
わ
れ
て
い
た
か
ら
だ
。
菅
首
相
の

運
転
停
止
要
請
も
や
む
を
得
な
い
と
思

う
。
▼
石
黒
耀
氏
の
小
説
「
震
災
列
島
」

（
04
年
刊
）
の
中
に
、
大
地
震
で
浜
岡

原
発
が
炉
心
溶
融
事
故
を
起
こ
す
シ
ー

ン
が
あ
る
。
水
素
爆
発
、
圧
力
抑
制
室

の
破
損
な
ど
、
福
島
の
事
故
に
そ
っ
く

り
な
状
況
も
幾
つ
か
登
場
す
る
▼
通
信

社
の
静
岡
支
局
長
を
し
て
い
た
時
に
浜

岡
原
発
の
所
長
と
何
度
か
話
す
機
会
が

あ
っ
た
。「
本
の
中
で
は
、
所
長
は
放
射

能
に
汚
染
さ
れ
た
３
号
機
に
最
後
ま
で

と
ど
ま
り
、
殉
職
し
ま
す
ね
」
と
言
う

と
、「
私
た
ち
は
安
全
を
確
信
し
て
い
ま

す
。
小
説
と
は
い
え
、
あ
ん
な
ふ
う
に

書
か
れ
て
は
」
と
、
不
満
そ
う
な
顔
を

し
て
い
た
。
当
時
の
所
長
は「
フ
ク
シ
マ
」

の
現
実
を
見
て
、
い
ま
何
を
考
え
て
い

る
だ
ろ
う
か
。　

                    

真
山
隆
夫

　

東
京
電
力
福
島
第
１
原
発

の
事
故
は
５
月
中
旬
に
な
っ

て
も
、
な
か
な
か
収
束
の
兆

し
が
見
え
な
い
。
地
震
と
津

波
は
人
知
の
及
ば
ぬ
天
災
だ

が
、
原
発
事
故
は
明
ら
か
な

か
り
で
は
な
い
昨
今
で
す
が
、
さ
さ
や
か

な
楽
し
み
や
希
望
も
あ
り
、
あ
と
10
年
は

が
ん
ば
り
た
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
脚
力
は
日
に
日
に
低
下
、
検
査
を
す

れ
ば
黄
信
号
、赤
信
号
の
数
値
⁝
。
１
年
、

１
カ
月
が
大
切
に
思
わ
れ
て
き
ま
す
。

57
期　

神
林
英
男

　

10
年
７
月
末
に
退
職
し
ま
し
た
。

57
期　

田
沢
雄
二
郎

　

11
年
３
月
末
を
も
っ
て
（
株
）
Ｉ
Ｈ
Ｉ

を
退
社
し
ま
す
。
46
年
間
の
会
社
人
生
に

一
応
の
ケ
リ
を
つ
け
ま
す
。

58
期　

北
村
尚
巳

　

58
期
生
の
集
ま
り
（
飲
み
会
）
を
毎
月

第
２
木
曜
日
午
後
６
時
ご
ろ
か
ら
や
っ
て

い
ま
す
。
場
所
は
Ｊ
Ｒ
神
田
駅
近
く
の

「
六
文
銭
」。
58
期
生
の
ペ
ー
ジ
で
場
所

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。http://uedakanto.

sakura.ne.jp/58ki/

58
期　

林　

嘉
市

　

40
期
の
児
玉
安
彦
、
44
・
５
期
の
星
野

賢
造
先
輩
方
が
達
者
で
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
私
も
古
希
を
迎
え
ま
し
た
。

58
期　

依
田
康
徳　

　

香
港
旅
行
予
定
で
出
席
で
き
ま
せ
ん
。

60
期　

今
井
勇
雄

　

新
年
会
は
都
合
に
よ
り
欠
席
す
る
こ
と

と
な
り
、
上
田
出
身
の
鬼
丸
師
匠
の
高
座

に
接
す
る
機
会
を
失
い
、
誠
に
残
念
に
て

候
。
と
こ
ろ
で
小
生
、
昨
年
11
月
５
日
に

松
尾
倶
楽
部
恒
例
の
工
場
見
学
に
初
参
加

い
た
し
ま
し
た
。
森
永
、
花
王
、
キ
リ
ン

の
３
工
場
の
見
学
は
秋
晴
れ
の
下
、
有
意

義
な
１
日
と
な
り
ま
し
た
。
横
浜
の
夕
食

会
も
中
華
街
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
同

期
の
白
井
会
長
も
ご
一
緒
で
し
た
。

60
期　

山
岸
文
明

　

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
俳
句
会
と
重

な
っ
て
し
ま
い
、
残
念
で
す
。

61
期　

林　

勝
秋

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
関
嶋
梢
さ
ん
、
楽
し
み
に
見

て
い
ま
す
。
今
後
も
同
様
の
情
報
を
。

62
期　

有
賀
幾
夫

　

実
家
で
過
ご
す
時
間
が
多
く
な
り
ま
し

た
。会
報
な
ど
は
実
家
へ
送
付
願
い
ま
す
。

62
期　

斎
藤
実
敏

　

中
国
の
大
連
で
仕
事
を
し
、
４
年
に
な

り
ま
す
。
今
年
66
歳
に
な
り
ま
す
が
、
周

り
の
人
々
が
皆
若
い
の
で
自
然
と
元
気
に

な
り
ま
す
。

62
期　

関　

祥
行

　

地
デ
ジ
化
半
年
で
忙
し
い
毎
日
を
送
っ

て
い
ま
す
。

62
期　

高
梨
奉
男

　

今
年
も
62
期
ゴ
ル
フ
懇
親
会
は
６
月
２

日
、
上
田
近
郊
で
行
な
い
ま
す
。
40
回
大

会
で
す
。
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

63
期　

角
田
玲
子

　

大
学
の
通
信
教
育
３
年
（
社
会
福
祉
学

科
）
に
編
入
し
た
も
の
の
、
異
な
る
分
野

で
基
礎
的
な
知
識
も
な
く
、
思
い
の
ほ
か

苦
戦
し
て
い
ま
す
。

65
期　

上
原　

昇

　

11
年
の
目
標
は
65
期
の
年
会
費
納
入
率

の
ア
ッ
プ
で
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

65
期　

小
池
通
崇

　

原
子
力
機
構
を
退
職
し
て
か
ら
、
福
井

大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
（
原
子
力
）
で

教
授
を
し
て
い
ま
す
。

65
期　

斎
藤
克
博

　

昨
年
９
月
末
に
勤
務
先
を
退
社
し
、
単

身
実
家
に
引
っ
越
し
ま
し
た
。

65
期　

柳
沢
賢
次

　

35
歳
の
時
、
古
代
日
本
の
広
範
囲
の
分

野
に
共
通
す
る
幾
何
を
発
見
し
、
そ
の
紹

介
に
多
忙
を
極
め
て
い
ま
す
。
現
在
の
学

者
や
研
究
者
に
と
っ
て
疑
問
に
す
ら
思
わ

な
い
こ
と
、
あ
る
い
は
疑
問
に
思
っ
て
も

解
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
、
挑

戦
し
続
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。
学
問
研
究

の
い
い
事
例
に
な
り
そ
う
で
す
。

66
期　

茂
木
俊
郎

　

退
職
後
は
自
宅
と
実
家
を
行
っ
た
り
来

た
り
し
て
い
ま
す
。
デ
ン
マ
ー
ク
に
あ
る

「
日
欧
文
化
交
流
学
院
」
の
支
援
活
動
を

始
め
て
20
年
が
た
ち
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

ノ
ー
マ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
父
と
言
わ
れ
る

「
バ
ン
ク
ミ
ケ
ル
セ
ン
」
記
念
財
団
理
事

長
を
務
め
る
千
葉
忠
夫
さ
ん
が
、
日
本
の

福
祉
の
前
進
を
願
っ
て
創
立
し
た
国
民
高

等
学
校
で
、
日
本
か
ら
の
留
学
生
、
短
期

研
修
生
は
既
に
３
万
人
を
数
え
ま
す
。
興

味
を
お
持
ち
の
方
は
学
院
Ｈ
Ｐ
を
見
て
く

だ
さ
い
。
日
欧
文
化
交
流
学
院
で
検
索
で

き
ま
す
。

67
期　

水
島
良
子

　

町
村
合
併
に
伴
い
住
居
表
示
が
変
わ
り

ま
し
た
。

73
期　

梅
原
裕
子

　

会
報
送
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
計
繁
忙
期
を
迎
え
ま
す
の
で
、
欠
席
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

76
期　

宮
川　

正

　

長
い
間
、
沖
縄
勤
務
で
し
た
が
、
よ
う

や
く
戻
り
ま
し
た
。
沖
縄
勤
務
中
、
剣
道

班
の
後
輩
た
ち
が
実
に
23
年
ぶ
り
に
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
出
場
を
果
た
し
て
く
れ
ま
し

た
。「
あ
っ
ぱ
れ
！
」（
宮
川
さ
ん
は
元
航

空
自
衛
隊
イ
ラ
ク
派
遣
隊
責
任
者
）

83
期　

尾
添
静
子

　

年
会
費
納
入
が
停
滞
し
、
申
し
訳
あ
り

ま
せ
ん
。
会
報
は
引
き
続
き
送
付
い
た
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
で
き
る
限
り
早
急
に
納

入
い
た
し
ま
す
。

84
期　

篠
原
勇
人

　

長
野
県
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
ま
し
た
。

84
期　

城
下
理
恵

　

年
会
費
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
か
ら
振
込
め

る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
く
と
あ
り
が
た
く

思
い
ま
す
。

102
期　

永
井
加
奈
子

　

仕
事
の
関
係
で
懇
親
会
か
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うえだ　82 号　P24

北原巖男さん (64 期)人

う だえ

　日本の真南 5000 キロ、世界の楽園バリ

島の東、巨大なオーストラリアの直前の島。

全国土面積は、私たちのふるさと長野県と

ほぼ同じで、人口は約半分の 106 万人。24

年にわたる辛く厳しいレジスタンス、20 万

人余の尊い犠牲を経て、2002 年５月、よ

うやくインドネシアから独立を回復した 21

世紀最初の独立国、東ティモール。

　しかし、その後も 2006 年の騒乱事件、

2008 年の大統領襲撃事件などが続き、東

ティモールと聞けば「治安は大丈夫？」。同

窓生の皆さんも、そうお思いではないでしょ

うか。実は私自身もそうでした。しかも、

2008 年９月に当地に赴任し、空港を出た

途端、最初に目にした光景は無数に張られ

た国内避難民のテント、テント、テント。

１カ月ほど滞在した首都ディリのホテル前

の公園もテントに埋め尽くされていました。

大きく「ＵＮ」と書かれた国連の装甲車も

います。「大変なところだ」というのが、偽

らざる実感でした。

　でも、今は全く違います。この国のリー

ダーは、こうした事件の背景を真摯に受け

止め、社会改革に努めています。国民も平

和を心から望み、独立を勝ち得たときの団

結の大切さを改めて認識。自立への意識改

革に努め、自分たちのかけがえのない国づ

くりにまい進しています。それが今の東

ティモールです。合言葉は Goodby Confl ict, 

Welcome Development !

　こうした中、政府は今後 20 年の国づく

りの基本となる「戦略開発計画」を作成し、

農業、石油・天然ガス、観光などを中心と

した国づくりを目指しています。ちなみに、

現在この国がオーストラリアと共同でティ

モール海から採掘する天然ガスは年間 300

万トンで、すべてが日本に輸出されていま

す。これはサハリンからの輸入量と同じで、

日本の全輸入量の５％を占めています。ま

た観光地で私が推奨する場所は、すごい源

泉かけ流しで、ど迫力のマ

ロボ温泉です。（当大使館

ＨＰの「ワクワク東ティ

モール」を参照）

　グスマン首相自ら、全国

65 すべての郡を行脚して

直接国民に説明し、協力を

訴えてきました。

　この国はまさに「坂の

上の雲」の時代にありま

す。かつての日本がそうで

であったように、この時代

駐東ティモール大使
　「東ティモール」と聞いても、地図上で特定できる人は少ないだろう。

９年前にインドネシアから独立したこの国で、日本を代表して「国づ

くり」支援に情熱を傾ける北原巖男さん（63）は元防衛官僚。 自立

して間もないこの国の平和と発展を願う気持ちは、だれよりも強い。

　同窓生では珍しく伊那市高遠町の出身。警察官の父の転勤で県内の

小中学校を転々とした後、上田２中から母校に入学した。「唯一転校

がなかったのは上田高校の３年間だけ。担任の井出先生やクラスメー

トは、かけがえのない生涯の恩師であり、友だちです」と話す。

　中央大学法学部を卒業後、防衛庁（現防衛省）に入庁。運用局長、 

管理局長、官房長などを歴任した後、2005 年に防衛施設庁長官に就任。

2007 年８月に退官後、東ティモール大使に就任した。

　以下は、大使から届いた「東ティモールの最新事情」です。

にある東ティモールにとって死活的に重要

かつ急を要するものは人材育成です。そし

て道路、水などの基礎インフラの整備です。

言うはやすくして、その実態は容易ならざ

るものがあります。わが国としても、東ティ

モールの皆さんのオーナーシップを前提に

しつつ、その充実と強化に最大限尽力して

います。

　2012 年には大統領選挙、国会議員選挙

が行われます。民主的かつ整斉と実施され、

同年末には、国連も撤収を開始するでしょ

う。今年３月 28 日には、全土の警察権も

国連警察から東ティモール国家警察に移管

されました。東ティモールの皆さんは、か

けがえのない平和を守りつつ、自立に向け

た歩みを少しずつですが、しかし確実に進

めています。

　そんな皆さんからは、３月 11 日に発生

した未曾有の東日本大震災に対し、本当に

温かい励ましや支援をいただいています。

エルメラという地方の田舎で、母親や赤ちゃ

んの健康を守るため頑張っている日本のＮ

ＧＯ「SHARE」の日本人女性の家族が被災

され、家は破壊、長い間連絡が取れなかっ

たのですが、現地の皆さんがミサを開き、

お祈りをささげてくれたとのことです。と

てもうれしく伺いました。

　そんな東ティモールです。関東同窓会の

皆さんのご来訪をお待ちしています。

　当館のＨＰも、ぜひご覧ください。

http://www.timor-leste.emb-japan.go.jp/

index.htm

北原巖男氏（右）とイジリオ・コエーリョ新駐日大使

東日本大震災支援への感謝バナーを掲げる日本大使館


